
はしがき

この目録は、この『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』１１～１４号に掲載してきた「ア

イヌ文献目録２００３」～「同 ２００６」（以下、過年度の目録については、「２００３」「２００４」の如く、年

号のみを括って略記する）に引き続き、アイヌの歴史・文化とそれらに関わる諸分野の学習・研究

のための基礎的条件整備の一環として、総合的な目録を編さんする目的のもと、作成し掲載するも

のである。

目録編纂に当たっての編者らの意図、アイヌ文化研究に関する文献目録やインターネツト上で提

供されている文献データベース類の現状と課題、本文献目録の当面の計画などについては、本目録

「２００３」～「２００６」の「はしがき」で述べてきているので、それらを参照されたい。

目録の編纂作業は本年で５年目となり、掲載した文献の件数も累計で５，０００を超える。一方でこ

れまでの遺漏も少なからず確認している。探せばもっと出てくるだろう。「２００６」のときにも予告

したが、２００９年ないし２０１０年には、２０００年以降の累積版を公開できるようにしたいと考えている。

文献の情報などを提供していただければ、大変嬉しく思う。

（小川正人）
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［謝 辞］

本年度の目録の作成に当たって、下記の機関・個人から教示または協力を受け、あるいは多くの

文献の閲覧をさせていただいた。参照させていただいた様々な目録・データベースを作成し、また

継続し運営している機関とその担当の方々にも、改めて謝意を述べたい。

北海道立図書館、札幌市中央図書館、北海道立アイヌ総合センター、アイヌ民族博物館、

帯広市図書館、帯広百年記念館アイヌ民族文化情報センター、アイヌ文化交流センター、

北海道大学附属図書館、東京都立中央図書館、同日比谷図書館、部落解放・人権図書館

石原誠、高橋規、秋野茂樹、大谷洋一

［凡 例］

１（収録の範囲）

目録の本文には、２００７年の１年間に、図書・雑誌（新聞を除く）のかたちで発行された文献、またはそ

れらに収録された論文・記事であって、アイヌ民族に関わる内容の日本語・アイヌ語文献を収録した。ま

た「２００６年補遺」には、２００６年の１年間に関する同様の文献であって、先の「２００６」脱稿後に新たに確認

できたものを収録した。

日本語を主体とする雑誌・単行本の中に含まれている外国語文献についても、一部収録したものがあ

る。

目録に掲載しておくことが文献検索上便宜的であると考えた場合は、アイヌを直接の主題とするもので

はない文献についても、やや広い範囲で収録している。例えば埋蔵文化財の発掘調査報告書については北

海道内のものは時代を問わず収録しており、文献目録・書誌の類についても北海道・北方を主題とするも

のを広く収録している。逆に、例えば本文中に登場する地名や単語若干についてアイヌ語訳などを示して

いる程度の場合は、本目録への掲載を割愛したものが多い。

２（配列）

おおよそ発行月日順に配列し、通覧の便宜を考え月ごとに区切りを設けた。

発行日は奥付の記載に準拠している。日付の記載がないもの、日付を確認できなかったものは、日のみ

が不明な場合は当該月の末尾に、月日とも不明の場合はその年の最後（１２月の後）に記載した。

３（記載事項と書式）

単行本・雑誌の一冊全体ないし主要部分がアイヌを主題としている単行本・雑誌については、編著者

名、表題、巻号（雑誌のみ）、発行者、判型、ページ数の各項目を掲載した。編著者名と表題は太字で示

した。

単行本・雑誌中にあるアイヌに関わる内容の論文・記事については、最初に所収書の編著者名、表題、

巻号等を掲載し、その下の行に、論文・記事の編著者名、表題、掲載ページを記載している。論文・記事
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の編著者名と表題は太字で示した。

編著者名、表題などの記載は奥付または表紙・背等の記載に従った。ただし副題は原則として「：」で

区切って表わし、漢字の旧字体は原則として常用のものに改める等の手を加えた部分がある。

記事・論文の表題に関わる情報のうち、コーナータイトルに相当すると思われるものは[ ]で括って示

した。

初出に関する情報、単行本・雑誌の構成に関する情報などは本データの下に文字を小さくして挿入し

た。

〔 〕内は編者による注記・補足である。

アイヌ文献目録 ２００７
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２００７年１月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００７年１月】

グラフ旭川 ３３７ グラフ旭川 B４ ８１

岡雅彦 アイヌの文化 ３７ ： カムイ・ユーカラを訪ねて ６９

ペウレ エプイ アイヌ文化学生フ
ォーラムより

７ ペウレエプイ編集委員会 A４ ４

号数ママ。発行月からすれば６号の可能性もあり。

飛礫 ５３ つぶて書房（発行）、れん
が書房新社（発売）

A５ １７２

野村洋子 河野本道によるアイヌ民族図書弾劾！最高裁闘争勝利・東京行動 １１２～１１３

山本多助（採録）、山
本一昭（編集）

アイヌ民族の伝説 第１０話 孤児を育てたネズミ １５６

北海道のつり ３７ １ ４３４ 水交社 B５変型 １５４

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．４１ 東西はあるけど南北はない １０７～１０９

北海道歴史研究会（編） 北海道れきけん ６３ 北海道歴史研究会 B５ １４

水無月怜 先住民族に見る詩歌の世界（十）（十一）（十二） ３～４

寒川渓 〔創作〕小説コシャマイン（一） ５～

清水清次郎 秋田県雄勝村の語源 ９～１１

季刊 北方圏 １３８ 北方圏センター B５ ９０

井内佳津恵 アイヌ文様の美 チンチリ／チカラカラペ ７

飯部紀昭 ［こんにちは イランカラプテ］アイヌ民族描いた市民劇 ４３

花村萬月 〔創作〕私の庭 蝦夷地篇 光文社 B６ ７６２

小説宝石』２００４年１月～２００５年６月号、同８月～２００６年６月号まで２９回連載に加筆・訂正。

北海道開拓記念館（編） 豆本４５ 北の手仕事 テケカラペ ヌ
カラ ワ エンコレ ヤン（作ったも
のを見てください）

北海道開拓記念館 A７ ２７

この展示会について ： 開催にあたって（出利葉浩司）／今日のアイヌの人びとの活動を展示すること（出利葉浩司）／
カリプ設立のきっかけ（津田命子）／おもな活動の歴史（津田命子）／カリプ作品集 ： カリプメンバーが自らの作品を語
る／おわりに ： カリプが伝えたいこと

北海道開拓記念館 第１４５回テーマ展

上田伝明 アイヌ民族を考える 法律文化社 B６ １２４

第一章 アメリカ原住民とアイヌ政策 二つの強制移住をとおして／第二章 アイヌ民族と明治政府／第三章 アイヌ民

椙山女学園大学研究叢書２８

谷川健一 谷川健一全集 １４ 日本の地名、続日
本の地名 他

冨山房インターナショナル A５ ５６８

日本の地名 １～１７５

「アイヌ語の地名」などの項あり。初版は１９９７年４月、岩波書店（岩波新書）。

続 日本の地名 ： 動物地名をたずねて １７７～３３３

「イトウ」「ネズミ」「トド」など多数の項目に関係記述あり。初版は１９９８年５月、岩波書店（岩波新書）。

よだん １９ 文友社出版 B５ ３４

号数は「１８」か。

松木新 アイヌを描いた文学 安井正人『津波』 ２５

季刊 東北学 １０ 東北芸術工科大学東北文化
研究センター（発行）、柏
書房（発売）

A５ ２７４

特集：日本の狩猟、アジアの狩猟

村上一馬 弘前藩の漁師と熊狩り ： 「弘前藩庁御国日記」から １４２～１８５

橋本克彦 〔創作〕鉄よ！ １４ 鉄よ!─蝦夷の天地２ 日本近代製鉄の父・大島高任 ２４１～２５０

熊田亮介、八木光則（編） 九世紀の蝦夷社会 奥羽史研究叢書９ 高志書院 A５ ２９８

熊谷公男 蝦夷移配策の変質とその意義 ７～４７

武廣亮平 北方地域との交流とその展開 １８７～２１５

煎本孝、山田孝子（編） 北の民の人類学 ： 強国に生きる民族
性と帰属性

京都大学学術出版会 A５ ３４５

煎本孝 アイヌ文化における死の儀礼の復興をめぐる葛藤と帰属性 ９～３６

煎本孝 未来の民族性と帰属性 ３１７～３２９

北海道新聞社（編） ９条やめるんですか？ 北の国から憲
法を考える

北海道新聞社 A５ １１２

アト°イ イタクカシカムイ＝言霊＝の銃弾の議論を！ ３８～４８
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２００７年１月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

鳴海英之 日本語とアイヌ語の起源 鳴海英之 A５ １９２

平成１８年度アイヌ文化振興・研究推進機構出版助成による。

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１１４ チコロナイ友の会 A４ ３

宮本久雄、金泰昌 シリーズ物語論� 他者との出会い 東京大学出版会 A５ ３８８

藤井貞和 『あいぬ』物語の躍動 １２７～１４３

「発題�」として収録。この後に続けて「発題�を受けての討論」あり。

マイノリティ女性（アイヌ
女性）に対する複合差別問
題プロジェクトチーム
（編）

アイヌ女性のエンパワーメント ウコ
パラルイ

北海道ウタリ協会札幌支部 A４ １０７

� マイノリティ女性（アイヌ女性）の複合差別とエンパワメント／� マイノリティ女性プロジェクトの座談会／� マ
イノリティ女性プロジェクトの活動／� 実態調査の分析／� 実態調査で生まれたこと（アイヌ女性差別アンケートの自
由記入欄のコメント／調査を実施したメンバーの感想文）／� マイノリティ女性のエンパワメント（アイヌ女性と民主主
義（高木喜久恵）／マイノリティ会議を終えて（徳田昭子）／IMADR−JC マイノリティ女性に対する複合差別プロジェク
ト セミナー報告 アイヌ女性にとっての差別（島崎直美））
財団法人アイヌ文化振興研究推進機構助成出版

計良光範（編集人） Yay Yukar Park ５５ ヤイユーカラの森 B５ １４

２００６夏のキャンプ １～６

「西本願寺札幌別院・連続差別落書き事件」のその後 １４

斜里町立知床博物館（編） 知床博物館第２８回特別展図録 来運１
遺跡

斜里町立知床博物館 ２１×２０cm ２１

じんけん ３０９ 滋賀県人権センター

長谷川修 アイヌレベルズ(AINU REBELS） ２１～２３

広報げんき ５５７ 白老町経営企画課広報統計グループ A４ １８

アイヌ文化フェスティバル 白老町で初の開催 １６

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

アイヌ関連総合調査等助成事業 研究
報告 第６号

アイヌ文化振興・研究推進機構 A４ ７２９

知里真志保を語る会
（編）

室蘭沿岸の地名研究〔室蘭・登別のアイヌ語地名研究 インカラアンロ
眺めましょう〕

３～６７

２００６年２月に発行した報告書を収録したもの。

関口良彦 首都圏におけるアイヌ民族の文化・社会運動 ： 日常性の観点から ６９～２３０

２００６年２月に発行した報告書を収録したもの。

アスキュー・ディヴィト 法・帝国主義・アイヌ ： 「旧土人保護法」と皇民化運動 ２３７～２９１

英文もあり

アイヌ民族博物館（編） トンコリを中心とした西平ウメの伝承及びトンコリの総合的研究報告書 ２９３～３８８

２００６年２月に発行した報告書を収録したもの。

竹内渉（結城庄司研究
会）（編）

北海道アイヌ（ウタリ）協会史 研究�報告書 ３８９～５０４

２００６年２月に発行した報告書を収録したもの。

白老 楽しく・やさし
いアイヌ語教室

金成マツ筆録ユーカラ 既刊２０編の研究と分析（２） ５０５～５５９

２００６年２月に発行した報告書を収録したもの。

アイヌ無形文化伝承保
存会（編）

トゥイタク（散文説話）の翻訳と類話及び語り手に関する調査研究報告書
（その２）

５６１～６２１

千葉伸彦 アイヌ民族芸能の研究 ： 特にトンコリと歌舞について ６２３～７２９

（１）西平ウメのトンコリの採譜資料（１９６７年小泉文夫録音資料から）／（２）資料及び歌舞の現状についての調査

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

平成１８年度「アイヌ語ラジオ講座」テ
キスト Vol．４

アイヌ文化振興・研究推進機構 A４ ４０

講師：熊谷カネ（様似）
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２００７年２月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００７年２月】

vesta〈食文化誌 ヴェスタ〉 ６５ 味の素食文化センター B５ ７２

原仁美 アイヌの神の魚「鮭」 １２～１３

グラフ旭川 ３３８ グラフ旭川 B４ ６２

岡雅彦 アイヌの文化 ３８ ： カムイ・ユーカラを訪ねて ４９

文芸春秋 ８５ ３ 文芸春秋 A５ ５１２

金田一秀穂 金田一京助、金田一春彦 学者の家、三代の遺伝子 ２７２～２７４

北海道のつり ３７ ２ ４３５ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．４２ 襟～裳の春は～ァ 何もない春
ですゥ～

１０３～１０５

宮崎正勝 黄金の島 ジパング伝説 吉川弘文館 B６ ２２８

歴史文化ライブラリー２２６

アイヌの蜂起 １３８～１４１

アイヌとの遭遇 １７３～１７５

千葉伸彦 小泉文夫録音、西平ウメ演奏・解説に
よるトンコリ演奏法

千葉伸彦 A４ １８３

アイヌ文化振興・研究推進機構平成１８年度研究助成成果報告書

日本歴史学会（編） 日本歴史 ７０５ 吉川弘文館 A５

市毛幹幸 蝦夷地の「無事」と「御味方」アイヌ認識 十八世紀における地域的展開 ３５～５１

部落問題研究所（編） 人権と部落問題 ７５５ 部落問題研究所 A５

田中聡 差別と向き合うマンガたち（３５） どこにでもあり、どこにもない日本の村
： 『カムイ伝』の風景

７２～７３

先住民族の１０年 News １３１ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ １６

長谷川由希、ヤユツ・
ナバイ

国際人権をめぐる台湾原住民族の活動 ： 若い世代の新しい動きを中心
に

８～９

長岡伸一 ［巷のアイヌ語］第９回 タンタカ １０

解放出版社（編） 部落解放 ５７７ 解放出版社 A５ １２６

ひろたまさき 差別の歴史を考える ２９ 同化と異化 １０４～１１２

綾部恒雄（監修・編） 講座世界の先住民族 １０ 失われる文
化・失われるアイデンティティ

明石書店 A５ ４０３

石森秀三 観光開発と先住民 ３０６～３１９

「アイヌと観光」などの項あり。

棚瀬久雄 海の道、日本海を辿る ： 日本海交易
繁栄の跡を訪ねて

近代文芸社 B６ ５２９

第４章「北海道西海岸に沿って」（４４１～５１５ページ）などあり。

東京アイヌ史研究会（編） 《東京・イチャルパ》への道 ： 明
治初期における開拓使のアイヌ教育を
めぐって

東京アイヌ史研究会 A５ １６７

口絵写真／はじめに／第一部 シンリッモシリ・コイチャルパへの道（長谷川紀修）／開拓使による東京でのアイヌ教育
（狩野雄一、広瀬健一郎）／資料編／関連年表／あとがき

伊藤せいち アイヌ語地名 � 北見 北海道出版企画センター A５ ２５１

因幡勝雄 アイヌ伝承ばなし集成 日本海・オ
ホーツク沿岸

北海道出版企画センター A５ ３７０

森岡まさ子 森岡ママは今日も笑顔で丘の上 ：９７
歳の青春を生きる

講談社 B６ ２３８

マライーニ先生とマッカーサー元帥 ５１～７６

前川要（編） 北東アジア交流史研究 ： 古代と中世 塙書房 A５ ５４０

宇田川洋 北海道のチャシの様相 ８１～１０５

千田嘉博 道南十二館 １１５～１２４

小口雅史 北の交易拠点としての道南十二館 ： 千田報告へのコメントとして １２５～１３３

熊木俊朗 サハリン出土オホーツク土器の編年 ： 伊東信雄氏編年の再検討を中心に １７３～１９９

小野裕子 「サハリンの様相」 熊木俊明報告に対するコメント ２０１～２０９

天野哲也、小野裕子 擦文文化の時間軸の検討 ： 道央、北部日本海沿岸域と東北北部の関係 ２４１～２６８

澤井玄 北海道内における擦文土器の終末時期について ： 天野・小野報告への
コメント

２６９～２８１

小嶋芳孝 環日本海交流史の様相 ３５１～３７７
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越田賢一郎 東日本・北海道と北方地域の鉄鍋・土鍋 ３７９～４０２

澤井玄、熊木俊明、臼
杵勲

北東日本海域の古代・中世土器編年 ５１１～５４０

くしろ地名考 ２６ 釧路地方の地名を考える会 A５ ４

坂下 音別地名を訪ねて １～２

フンペリムセ発祥の由来 ２

前山尚子 アイヌ語地名研究をめぐって ： 「知里真志保『アイヌ語入門』を読むた
めに」の講演を聞いて（その２）

２～３

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１１５ チコロナイ友の会 A４ ３

荻原眞子、古原敏弘ほか
（編）

ロシア民族学博物館所蔵アイヌ資料目
録

草風館 A４ ４０８

荻原眞子、古原敏弘 ロシアのアイヌコレクションについて ２３～２９

日本語文、蕗文、英文あり（以下同じ）。

V．V．ゴルバチョーヴ
ァ、L．A．カラペトヴァ

ロシア民族博物館のアイヌコレクション ５７～６７

長谷部一弘 生業に関わる資料 ９０～９２

児玉マリ 衣服と服飾品 ９９～１０３

藪中剛司 食に関わる資料 １０７～１０８

福士廣志、出利葉浩司 住居に関する資料 １１２～１１３

鈴木邦輝、出利葉浩司 移動・運搬具、履物 １１８～１１９

内田祐一 儀礼・信仰に関わる資料 A パスイ・イクニシと送り儀礼に関する資料 １２４～１２５

北原次郎太 儀礼・信仰に関わる資料 B イナウ

北海道埋蔵文化財センター
（編）

北斗市 館野遺跡（１） 北海道埋蔵文
化財センター調査報告書 第２３７集

北海道埋蔵文化財センター A４

３分冊

北海道開拓記念館だより ３６ ３ １９３ 北海道開拓記念館 A４ ８

〔表紙写真と解説〕アイヌ民族が伝えてきた衣服（ルウンペ） １

右代啓視 第１４６回テーマ展 北方文化へのまなざし ： 河野広道がみた北方世界 ２

手塚薫 「北の手仕事 テケカラペ ヌカラ ワ ウンコレヤン」を実施して ３

札幌市教育委員会文化資料
室（編）

「新札幌市史」機関誌 札幌の歴史 ５２ 札幌市、札幌市教育委員会 A５ ８０

薩川益明 烈々布と丘珠 札幌市東区のアイヌ語二地名について ６１～８８

北広島市誌編さん委員会
（編）

北広島市史 上巻 北広島市 B５ ６３０

遠藤龍畝 北広島市の地名 ３５～６３

遠藤龍畝 擦文文化期とアイヌ文化期 ７８～８０

田端宏 アイヌ文化とアイヌ社会の様子 １０６～１１６

田端宏 松前藩と蝦夷地 １１７～１３２

名寄市北国博物館（編） 名寄市北国博物館所蔵資料目録２ 矢
口観六氏、小国喜八氏、杉村満氏、杉
村フサ氏、神山元氏、他寄贈資料

名寄市北国博物館 A４ ５５

北海道教育大学紀要 人文科学・社会
科学編

５７ ２ 北海道教育大学 A４

井筒勝信 日本語とアイヌ語の証拠性 １２３～１３６

山田祥一 アイヌ語の動詞 rayke の意味に関する一考察 １３７～１４５

広報げんき ５５８ 白老町経営企画課広報統計グループ A４ １６

アイヌ民族博物館で ４４００本のサケを寒干し １６

函館観光新聞 ６８ 阿部綜合印刷メディア事業部 B４ ８

先住民族アイヌ その九 アイヌ犬の穴熊猟 ３

北海道教育大学紀要（教育科学編） ５７ ２ 北海道教育大学 A４

吉田正生 中学校社会科歴史教科書に現れたアイヌ民族関係記述について 第２章
表象のアリーナ

１４１～１５５

鈴木哲雄 アイヌの歴史文化学習の課題と可能性 １２５～１３９

アイヌ文献目録 ２００７
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アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

第１０回アイヌ語弁論大会報告書 イタ
カン ロー アイヌ語で話しましょ
う！

アイヌ文化振興研究推進機構 A４ １５１

発行年月日記載なし。ここでは大会開催の日付による。

くろせひさこ くまのしっぽがみじかくなったわけ アイヌ文化振興研究推進機構 A４ ２９

アイヌ文化振興・研究推進機構平成１８年度アイヌの伝統文化を題材にした絵本最優秀作品。

北海道企画振興部地域振興
計画局計画室（編）

第３次北海道長期総合計画 第４回推進
状況報告書

北海道 A４ ２９６

アイヌの人たちの民族としての誇りが尊重され地位の向上が図られる社会
の実現

４８～４９
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【２００７年３月】

キリスト教文化研究所研究年報 ４０ 宮城学院女子大学キリスト
教文化研究所

２２３

菊池勇夫 寛政アイヌ蜂起の初期情報 ： ツキノエの反乱 ３３～６３

グラフ旭川 ３３９ グラフ旭川 B４ ６２

岡雅彦 アイヌの文化 ： カムイ・ユーカラを訪ねて ５１

むろらん港の文学館通信 ３４ 港の文学館 B５ ８

浅野清 『海洞（アフンルパロの物語）』小論 ２

遺伝 ６１ ２ エヌ・ティー・エス A４変型 １０８

特集：日本人の起源 日本列島住民の成立と変遷

斎藤成也 遺伝子データから日本列島人の成立を考える ３４～３８

篠田謙一 ミトコンドリア DNA が解明する日本人の起源 ３９～４３

百々幸雄 縄文人とアイヌは人種の孤島か？ ５０～５４

米田譲 北海道に暮らした人びとの食生活 北海道の縄文文化と本州の弥生文化 ５５～６０

学士会会報 ８６３ 学士会 A５ １２４

本田優子 二冊のアイヌ語辞典 ５５～５９

広報おびひろ ９９４ 帯広市企画部広報課 A４ １８

内田祐一（写真、文） ［ふるさと見聞録］アイヌの人々の生活 １１４ こおる １８

桃山学院大学キリスト教論集 ４３ 桃山学院大学総合研究所

小柳伸顕 アイヌ民族２人の英国人（１） ２２５～２４４

北海道のつり ３７ ３ ４３６ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．４３ 『輪厚』it? １０３～１０５

北海道方言研究会会報 ８３ 北海道方言研究会 B５ ６４

奥田統己 アイヌ語の主題化動詞 ： 日本語の「は」との対照をとおして １３～１８

北海道方言研究会第１６９回例会発表（２００６年９月１０日）資料

榎森進 アイヌ民族の歴史 草風館 A５ ６７６

主要目次：プロローグ／第１章 古代社会とアイヌ民族／第２章 「夷島」とアイヌ民族／第３章 アイヌ民族と大陸・日本／
第４章 分断されたアイヌモシリ／第５章 シャクシャインの戦い／第６章 クナシリ・メナシの戦い／第７章 ロシア・清
朝・日本の狭間で／第８章 近代日本とアイヌ民族／第９章 「北海道旧土人保護法」とアイヌ解放運動／第１０章 立ち上が
るアイヌ 戦後編／エピローグ いくつかの課題／参考文献／あとがき／略年表／索引
『アイヌの歴史』（三省堂、１９８７年）に大幅に加筆したもの。

アプロ女性実態調査プロジ
ェクト、部落解放同盟中央
女性対策部、北海道ウタリ
協会札幌支部、反差別国際
運動日本委員会（編）

アイヌ女性・部落女性・在日朝鮮人女
性によるアンケート調査報告書

アプロ女性実態調査プロジ
ェクト、部落解放同盟中央
女性対策部、北海道ウタリ
協会札幌支部、反差別国際
運動日本委員会

A４ １０５

アークティック・サークル ６２ 北方文化振興協会 B５ ２０

隅田登紀子 コレクションの系譜 ２０ 杉野学園衣装博物館と杉野芳子のまなざし １２～１３

「アイヌ衣装との出会い」あり。

R ［北図鑑］フキ ２０

日本語学 ２６ ３ 明治書院 A５ １０９

特集：アスペクト研究の新展開

佐藤知己 アイヌ語のアスペクトと日本語のアスペクトの対照 ４４～５２

解放出版社（編） 部落解放 ５７９ 解放出版社 A５ １２６

特集：マイノリティ女性実態調査

山崎鈴子、李月順、多
原良子（座談会）

座談会 複合差別を訴える １２～２６

多原良子 アイヌ女性の大きな自信と誇りに ： アイヌ女性の実態調査を実施して ４５～５５

斎藤善之（編） 身分的周縁と近世社会 ２ 海と川に
生きる

吉川弘文館 B６ ２３５

谷本晃久 蝦夷地「場所」三役 ： 支配を請け負う商人手代 １６３～１９９

山道アシリ・レラ（語り）、
小林真美（絵）

くまのおやこ イヨマンテ さんだる文庫 ３１

煎本孝、山岸俊男（編著） 現代文化人類学の課題 ： 北方研究
からみる

世界思想社 B６ ２３６

２００５年５月１２日に開催されたシンポジウム「北方研究からみえる人類学の今日的課題」の発表を論文化したもの。

加藤忠 研究倫理と先住民族アイヌの人権 ４４～７３

中村睦男 北海道大学におけるアイヌ・北方文化研究とアイヌ新法の制定 ７４～９８

アイヌ文献目録 ２００７
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佐藤知己 アイヌ語研究の課題と展望 １８６～２０２

環北太平洋の言語 １４ 北海道大学大学院文学研究科 B５

切替英雄 アイヌの地理的認識 上〔かみ〕と下〔しも〕 ３５～５６

高橋靖以 アイヌ語十勝方言テキスト 「ヤナギの神」と「ヨダカ」 ５７～６４

ブガエワ・アンナ アイヌ語鵡川方言テキスト 新井田セイノさんの神謡 ６５～８５

オホーツク文庫 レラ ６ オホーツク文化資料館 B５ ４

伊藤せいち sumoro-ni トガスグリ（グズベリのなかま） ５５～５６

ページ番号は通番

たずねてみよう エゾが島の中世 史
跡・勝山館跡

上ノ国町教育委員会 A４ ２２

コシャマインの戦い ５

勝山館とアイヌ １７～１８

駒澤通信 ２２ 苫小牧駒澤大学広報委員会 B４ ４

環太平洋・アイヌ文化研究所(APC）報告 ３

北海学園大学学芸員課程学事報告書 １５ 北海学園大学学芸員課程 B５ ２４９

花輪陽平 葛野辰次郎翁の伝承 アイヌ語集 � １０７～２４９

北海道埋蔵文化財センター
（編）

白滝遺跡群� 北海道埋蔵文化財セン
ター調査報告書 ２３６集

北海道埋蔵文化財センター A４

３分冊

先住民族の１０年 News １３２ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

小林純子 国連・ディエン報告書と人種差別撤廃 NGO ネットワーク ２～５

「ディエン報告書に関する日本政府口上書に対する NGO コメント」（北海道ウタリ協会、レラの会、市民外交セン
ター作成）あり。

上野昌之 ［今月の本］『《東京・イチャルパ》への道 明治初期における開拓使のア
イヌ教育をめぐって』

１１

釧路公立大学紀要 人文・自然科学研
究

１９ 釧路公立大学 B５ １４２

高嶋弘志 有珠善光寺文書「慶応元年日記」の復原 １～１９

研究紀要 ４４ 北海道高等学校教育研究会
事務局

A４ ７７

阿部保志 アイヌ民族の歴史に関する実践報告 ： 高校教育におけるその意義と課
題の考察

１～８

アジア文化史研究 ７ 東北学院大学大学院文学研
究科アジア文化史専攻

B５

渡會歩 現在のアイヌ民族をめぐる諸問題とその歴史的背景 ： 主に１９５４年以降
を中心に

３０～３１

平成１７年度修士論文要旨

渡會歩 現在のアイヌ民族をめぐる諸問題とその歴史的背景 ： 主に１９５４年以降
を中心に

５３～９１

けーし風 ５４ 新沖縄フォーラム刊行会議 A５ ７４

竹内渉 ［北の風・南の風］伊吹文科相発言に「学ぶ」 ６２～６３

アイヌ文化環境保全対策
室、平取町教育委員会（編）

アイヌ文化環境保全対策事業調査報告
書 沙流川総合開発事業の内 平取ダ
ム地域文化評価業務

平取町 A４

斉藤道子 心は常に今にある ： 祖母斉藤ハクの
歴史

斉籐道子（自費出版） A５ １３０

アイヌ民族の思い出 ２４～２５

天野哲也、小野裕子（編） 古代蝦夷からアイヌへ 吉川弘文館 A５ ４２０

武廣亮平 渡嶋エミシの朝貢とその展開 ２～２６

関口明 八世紀における蝦夷呼称の変化の問題 ： 天平の陸奥国三金をとおして ２７～４７

八木光則 渡嶋蝦夷と?蝦夷 １３９～１６６

塚本浩司 石狩低地帯における擦文文化の成立過程について １６７～１８９

天野哲也 古代東北北部地域・北海道における鉄鋼製品の生産と流通 ３０８～３２３

澤井玄 土器と竪穴の分布から読み取る擦文文化の動態 ３２４～３５１

鈴木信 アイヌ文化の成立過程 ： 物資交換と文化変容の相関を視点として ３５２～３９０

小野裕子 擦文文化後半期に関する年代諸説の検討 ３９１～４２８
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２００７年３月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

北海道の文化編集委員会
（編）

北海道の文化 ７９ 北海道文化財保護協会 A５ １１４

岡田淳子 北海道の文化としてのアイヌ文化 ２～４

長澤政之 小平町臼谷稲荷神社の「弁財天碑」 １０～１９

越田賢一郎 ガラス玉の話� ガラス玉の道 ： 松井恒幸氏「北のガラス史のための覚
書」をめぐって

１９～３１

山本融定 コタンの父 高橋房次小伝 ４５～５７

鈴木仁 菱沼右一と樺太郷土会 ５８～６８

地蔵慶護 菅江真澄と蝦夷地 ９８～１０６

竹田輝雄 史跡「手宮洞窟」の御難 １０７～１１３

北海道埋蔵文化財センター
（編）

占冠村 占冠原野１遺跡 北海道埋蔵
文化財センター調査報告書 ２３９集

北海道埋蔵文化財センター A４ ６８

北海道立北方民族博物館
（編）

第２１回北方民族文化シンポジウム報告
北太平洋の文化：北方地域の博物館

と民族文化

北方文化振興協会 A４

長谷部一弘 地方博物館の先駆け『市立函館博物館』：収蔵資料の来歴と今後の活用 １９～２４

内田祐一 地域住民との架け橋としての博物館の役割 ： 帯広百年記念館アイヌ民
族文化情報センター『リウカ』の活動について

３５～４０

野本正博 海外におけるアイヌ文化の展示と交流 ５１～５６

北海道立北方民族博物館（編） 北海道立北方民族博物館研究紀要 １６ 北海道立北方民族博物館 B５ １１４

篠原智花、笹倉いる美 北海道立北方民族博物館所蔵の田辺尚雄氏樺太調査関連資料について（１） ７７～９８

齋藤玲子 北海道立北方民族博物館所蔵の寺田弘氏収集資料について ： 収蔵までの
経緯と主なアイヌ民族資料

９９～１０４

笹倉いる美 のるりすと ２００６ 北方研究データベース １０５～１１３

いしかり暦 石狩郷土研究会 A４ ３２

村山家文書を読む会 村山家文書解読 「石狩場所蝦夷人撫育筋書上」 １～９

北方民族博物館だより ６４ 北海道立北方民族博物館 A４ ６

角達之助 平成１８年度企画展 北の台所事情 ： 食にまつわる道具類 ２～３

「アイヌの台所」あり。

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

北海道立アイヌ民族文化研究センター
研究紀要

１３ 北海道立アイヌ民族文化研
究センター

B５ １７２

佐藤知己 再びアイヌ語千歳方言のアスペクトについて ： 特に完了を表す形式をめ
ぐって

１～１４

本田優子 樹皮を剥ぎ残すという言説をめぐって ： 更科源蔵の記録に基づく一考察 １５～３０

黒田格男、大島直行、
古原敏弘、小川正人

伊達市噴火湾文化研究所所蔵のジョン・バチラー関係資料２ ３１～５４

林誠 北海道立図書館所蔵マイクロフィルム「金田一京助ユーカラ・ノート」の
細目次

５５～１３０

アイヌ文献目録編集会 アイヌ文献目録 ２００５ １３１～１７２

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１１６ チコロナイ友の会 A４ ３

よだん ２０ 文友社出版 B５ ３２

通巻号数の訂正あり

松木新 アイヌを描いた文学 船山薫『お登勢』・『続お登勢』 ２３

藤女子大学国文学雑誌 ７６ 藤女子大学国語国文学会 A５ １２０

特集：鳩沢佐美夫

木名瀬高嗣 〈善意〉の落ち穂 ： 鳩沢佐美夫の作品・遺稿集の成立、および鳩沢佐美
夫日記の周辺

４５～６８

鳩沢佐美夫（校定：盛
義昭、額谷則子、木名
瀬高嗣）

資料 鳩沢佐美夫日記� （手帳） ６９～１１９

彷書月刊 ２３ ４ ２５８ 彷徨舎 A５ ９５

高橋靖以 アイヌ語を読むために ３０～３１

特集：よめぬ字の早くよめる本なり 明治・大正の辞書辞典

アイヌ文献目録 ２００７
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２００７年３月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

河西英通 続・東北 異境と原境のあいだ 中央公論社 新書 ２６１

中公新書１８８９

地方主義の形成とゆくえ １７６～１８４

「辺境認識とアイヌ認識」「内なるアイヌ史」「地方主義者における辺境とアイヌ」「アイヌなき地方主義」「「日本」
への追慕」などの項あり。「はじめに」にも関係記述あり。

浅井学園大学短期大学部研究紀要 ４５ 浅井学園大学短期大学部 B５ １２６

泉山幸代 北方民族の服飾からイメージしたドレス� ： アイヌの衣服文様から １１３～１１４

魚井一由（編著） アイヌ語の文法� アイヌ語数詞詳解 国学院短期大学コミュニテ
ィカレッジセンター

B５ １８６

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

アイヌ民族文化研究センターだより ２６ 北海道立アイヌ民族文化研
究センター

A４ ８

［山田秀三文庫の資料から］浦河町の「チノミシリ」 １

［『ポン カンピソシ』の写真から］２ 復活した登別の儀式 ２

甲地利恵 ［フィールドからデスクから］「ピリカピリカ」はアイヌの歌？ ３

平成１９年度から公開する資料について ４～５

吉成直樹（編） 琉球弧・重なりあう歴史認識 森話社 A５ ３１５

法政大学２１世紀 COE プログラムの沖縄セクションにおける報告書『いくつもの琉琉球・沖縄像』に訂正を加え刊行したもの。

吉成直樹 関係性の中の琉球、琉球の中の関係性 ５５～１００

「結びにかえて 対立の回避のために」に関係記述あり。

坂田美奈子 多元的歴史認識とその行方 ： アイヌ研究からの沖縄研究の眺め ２９１～３１５

久保井規夫 図説 食肉・狩猟の文化史 ： 殺生禁
断から生かす文化へ

柘植書房新社 A５ ３０２

アイヌ 狩猟の古民俗 ６４～６９

厚真町教育委員会（編） 上幌内モイ遺跡 厚真町教育委員会 A４ ４６６

北海道埋蔵文化財センター
（編）

下川町 前サンル１遺跡 北海道埋蔵
文化財センター調査報告書 ２４３集

北海道埋蔵文化財センター A４ ３３

北海道埋蔵文化財センター
（編）

江別市 対雁２遺跡（９） 北海道埋蔵
文化財センター調査報告書 ２４０集

北海道埋蔵文化財センター A４ ２２４

北海道埋蔵文化財センター
（編）

赤井川村 板小屋沢遺跡・日の出２遺
跡 北海道埋蔵文化財センター調査報
告書 ２４２集

北海道埋蔵文化財センター A４ ４６

北海道埋蔵文化財センター
（編）

千歳市 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡
北海道埋蔵文化財センター調査報告

書 ２３８集

北海道埋蔵文化財センター A４ ２１８

北海道埋蔵文化財センター
（編）

白糠町 上茶路遺跡 北海道埋蔵文化
財センター調査報告書 ２４５集

北海道埋蔵文化財センター A４ ９２

北海道埋蔵文化財センター
（編）

白老町 虎杖浜２遺跡（３） 北海道埋蔵
文化財センター調査報告書 ２４１集

北海道埋蔵文化財センター A４ ６６

北海道埋蔵文化財センター
（編）

北斗市 矢不来８遺跡（２）、矢不来１０遺
跡 北海道埋蔵文化財センター調査報
告書 ２４４集

北海道埋蔵文化財センター A４ ６８

ウレシパ・チャランケ（育みあうため
の議論を）

３１ 先住民族とともに人権・未
来・共生を考える会

B５ １１

物質文化研究 ４ 城西国際大学物質文化研究
センター

B５ ５６

内山達也 アイヌの方位観 ： 神窓方位と埋葬頭位に関する一試論（平取を中心として） １１～３６

北海道開拓記念館だより ３６ ４ １９４ 北海道開拓記念館 A４ ８

氏家等 二つのテーマ展からこれからの博物館を考える ２

出利葉浩司 博物館にあるアイヌ資料研究 ： もうひとつの流れ ４

山田伸一 ［学芸員の研究ノートから］１６ 遊楽部川のサケと旧尾張藩士とアイヌ民族 ６

山本命（語り手）、井上孝
榮（編）

北海道の名付け親 松浦武四郎 アイ
ヌ民族と交流した伊勢人の生涯

十楽（発行）、伊勢の国・
十楽（発売）

A５ ７６

標津町教育委員会（編） 史跡標津遺跡群 伊茶仁カリカリウス
遺跡 平成１８年度史跡標津遺跡群・天
然記念物標津湿原史跡等登録記念物保
存修理事業発掘調査報告書

標津町教育委員会 A４ ９７
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２００７年３月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

北海道立図書館北方資料室
（編）

北の資料 １１７ 北海道立図書館 A４ １３

内容：北海道立図書館所蔵林家文書 追加目録

季刊 銀花 １４９ 文化出版局 B５ １８６

刺すほどに物語が立ち上がる ： 宇梶静江の古布絵 ３２～３５

教育福祉研究 １３ 北海道大学大学院教育学研
究科教育福祉論分野

B５ ９０

中村康利 アイヌ民族の「見えない貧困」 ： アイヌ民族研究のパラダイム変換の試み ３９～４８

東北アジア研究 １１ 東北大学東北アジア研究セ
ンター

B５

高倉浩樹 東北アジア海域におけるアイヌと先住民交易 ： 北海道、アムール・樺
太、チュコトカの地域史比較にかかわる研究動向展望

１１５～１３６

道都大学紀要 共通教育部 創刊 道都大学図書紀要編集委員会 A４ １０５

小川昭一郎 史料翻刻１２ 奉行組頭廻浦中 日記書付、秋味漁、給料・手当、出稼関連
記事

１～３４（縦
組）

雄波郷 １ にかほ市教育委員会、にか
ほ市郷土史研究会

A５ １２２

佐藤忠悦 随想 鳥海山麓のアイヌ語地名考 ３８～４１

上ノ国町教育委員会（編） 史跡上之国勝山館跡整備事業報告書� 上ノ国町教育委員会 A４ ２１１

帯広市図書館（帯広叢書編
集委員会）（編）

帯広叢書 第５７巻 吉田巖巌資料集２３ 帯広市教育委員会 B５ ２７０

１ アイヌ調査書６（第６編 作業）／２ 日記〔吉田巌日記〕３−２０（昭和１３年１月～６月）／３ 著作原稿１４ アイヌの珍名奇名／
４ 出現語彙一覧／５ 注釈用参考文献一覧

苫小牧駒澤大学（編） 苫小牧駒澤大学紀要 １７ 苫小牧駒澤大学 A５ １２０

植木哲也 児玉作左衛門のアイヌ頭骨発掘（４） ： 発掘の論理と倫理 １～３６

平取町立二風谷アイヌ文化
博物館（編）

２００５年度 平取町立二風谷アイヌ文化
博物館 年報

平取町立二風谷アイヌ文化
博物館

A４ ８０

� 施設の概要／� 平成１７年度活動報告／� 資料の受け入れ／� 来館者の受け入れ／� 博物館事業の記録／� 関係規則／
� 予算・決算／� 平成１８年度事業計画／� 平取町立二風谷アイヌ文化博物館の位置

北海道観光連盟アイヌ文化
部会ワーキンググループ
（編）

ガイド教本・アイヌ民族編 北海道観光連盟 １７．５×
１２

１３２

陸別町教育委員会（編） 陸別町文化財調査報告 第２集 史跡
ユクエピラチャシ跡

陸別町教育委員会 A４ ２６９

アイヌタイムズ 日本語版 ４０ アイヌ語ペンクラブ A４ ４

イオル ２００６イオルフォーラム報告書 北海道ウタリ協会 A４ ５２

伊達会場基調講演要旨（「イオルを考える」辻井達一）／討論会要旨／釧路会場 討論会要旨／網走会場 基調講演要旨（佐々木
利和）／討論会要旨

とどまつ ５４ 北海道開拓記念館・開拓の
村文化振興会

B５ １８０

北海道開拓記念館第１４５回テーマ展 北の手仕事 ２

旭川市博物館研究報告 １３ 旭川市博物館 A４ ３４

魚井一由 旭川採集アイヌ語名詞集 １～１１

開発論集 ７９ 北海学園大学開発研究所 B５ ３０５

岩崎まさみ ダム建設と沙流川流域の人々の生活 ６１～７８

環オホーツク No．１４ 北の文化シンポジウム実行
委員会

B５ ８６

因幡勝雄 日本海及びオホーツク海沿岸のアイヌ伝承話について ２３～４０

坂田美奈子 アイヌのウエペケレにおける対和人関係表象について ： 漁場をめぐる関
係を例に

５１～５９

上尾真一 恵庭市カリンバ遺跡の墓と副葬品 ７１～７９

道歴研年報 ７ 北海道歴史研究者協議会 B５ ３８

滝沢正 明治八年開拓使日高漁場改革とアイヌ ３５～３６

二松学舎大学東アジア学術総合研究所
集刊

３７ 二松学舎大学東アジア学術
総合研究所

B５

成田修一 『改正蝦夷全図』所収のアイヌ語について
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編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

法学新報 １１３ ５・６ 中央大学法学会

籾岡宏成 少数者の人権保護に関する意識と裁判所の機能 ： 「二風谷ダム判決」お
よび「アイヌ文化振興法」をめぐるアンケート調査の統計的分析からの示
唆

３３～７５

北海道開拓記念館研究紀要 ３５ 北海道開拓記念館 B５ １１４

小林幸雄 函館市臼尻 B 遺跡出土漆製品の材質と技法 １１～２４

出利葉浩司 セントルイス万国博覧会で『展示』されたアイヌ衣服について ２５～４２

舟山直治、三浦泰之ほか １８世紀中頃のアイヌ絵をめぐって ４３～６６

東俊佑 幕末期北蝦夷地における大野藩のウショロ場所経営 ６７～８６

田村将人 白浜における集住政策の意図と樺太アイヌの反応 ８７～１００

北海道開拓記念館調査報告 ４６ 北海道開拓記念館 B５ ２２８

鈴木琢也、右代啓視、
孝一

浦臼町晩生内２号チャシの地形測量調査報告 １７～２６

右代啓視、鈴木琢也ほか 礼文町沼の沢チャシの地形測量調査報告 ６９～８２

田村将人 『サガレン新聞』（１９２１-１９２４年）掲載アイヌ関係記事：目録と紹介 １７９～１８８

北海道考古学 ４３ 北海道考古学会 B５ １３３

特集：遺跡の保存、そして活用

天野哲也 特集にあたって １～２

長沼孝 森町鷲ノ木遺跡の保存と史跡指定 ３～１４

藤田登 鷲ノ木遺跡の調査と将来構想 １５～１６

寺崎康文 史跡ピリカ遺跡の保存と活用について １７～２４

武田修 史跡常呂遺跡の保存と活用 ２５～３２

畑宏明 私の文化財保護 開発と遺跡保存の間で ６９～８０

松田宏介 粗製石鏃小考 続縄文期における石器の仮器化 ８１～９５

荒山千恵 篦形木製品について ９７～１１２

小野哲也 北海道域出土鉄鍋の生産地 １１３～１２２

瀬川拓郎 ［書評］松本建速著『蝦夷の考古学』 １２３～１２５

佐藤孝雄 ［書評］天野哲也、間野勉、増田隆一著『ヒグマ学入門 自然史・文化・
現代社会』

１２７～１３１

天野哲也 北構保男博士の米寿を言祝ぐ １３３

岩崎卓也、前田潮ほか 北構保男博士の米寿に寄せて １３３～１３５

略歴及び著作目録あり。

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機
構収蔵資料目録 ５ ２００３．４～２００７．３

アイヌ文化振興・研究推進機構 A４ ７９

井筒勝信（編） アイヌ語学研究総覧 A４ ６４８

科学研究費補助金「アイヌ語基礎文法の認知方法学的研究」の第一年度の成果報告。

共和町史編さん委員会（編） 新共和町史 共和町 B５ １２２３

伊藤せいち 共和町のアイヌ語地名 ９５～１０６

恵山町史編纂室（編） 恵山町史 函館市恵山支庁 B５ １４８３

近堂俊行 江戸時代の郷土 ３５９～３９４

札幌大学経済学部附属地域
経済研究所

地域と経済 ４ 札幌大学

濱口裕介 『近世蝦夷人物誌』と幕末のアイヌ風俗改変政策 ８９～９７

支笏湖の人と自然編集委員
会（編）

支笏湖の人と自然 支笏湖の水とチップの会 B５ ５９５

中本ムツ子 アイヌと山菜 ２０６

江本匡 歴史時代（アイヌの時代） ２０７～２０９

中本ムツ子 アイヌの知恵 ： 薬用植物 ２１０

室蘭認知科学研究会（編） 認知科学研究 ５ 室蘭認知科学研究会 B５ １２１

萱野茂追悼特集

松名隆 イオル考 １１～２９

佐藤知己 アイヌ語千歳方言の再帰接頭辞 yay-と si- について ３１～３９
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上ノ国町教育委員会（編） 町内遺跡発掘調査等事業報告書� 上ノ国町教育委員会 A４ ４９

西村真琴（著）、釧路市教
育委員会、阿寒湖パークボ
ランティアの会（編）

緑王国 まり藻を探る 西琴手記 釧路市教育委員会 新書 ８１

アイヌ熊五郎 ４３～５０

初出は１９３９年８月。他にも関係ページあり。

阿寒アイヌ工芸協同組合 アイヌ語とアイヌ文化に関する解説 ７８～８１

大津・十勝川学会（編） 十勝の歴史と文化 若林三郎の著作と
研究

豊頃町教育委員会 B５ ４２７

アイヌ語地名研究の視点 ７～２５

アイヌ語地名研究 ２６～２３９

アイヌのシシャモ伝説 ３５０～３５１

佐藤直太郎先生「釧路アイヌとシシャモ」との見解の相違点 ３５３～３６６

北海道の生活誌 ３６７～３８５

伝説・逸話・笑い話 ３８６～４１６

秋山秀敏 若林三郎アイヌ語地名カードの概要について ４０３～４１６

若林三郎年譜 ４１７～４２５

東京都教育庁指導部指導企
画課（編）

人権教育プログラム（学校教育編） 東京都教育庁指導部指導企
画課

A４ １７１

人権課題「アイヌの人々」（小学校 総合的な学習の時間） ７６～８１

函館市教育委員会生涯学習
部文化財課（編）

函館市 豊崎 C 遺跡 函館市教育委員会生涯学習
部文化財課

A４ ５

部落解放・人権研究所（編） 人権年鑑 ２００７（２００５．４～２００６．３） 部落解放・人権研究所（発
行）、解放出版社（発売）

A５ ３９７

竹内渉 アイヌ民族 ３５～３８

法政大学沖縄文化研究所
（編）

いくつもの琉球・沖縄像 法政大学国際日本学研究セ
ンター

A５ ３１５

訂正を加えて『琉球弧・重なりあう歴史認識』として同時期に森話社から出版。

吉成直樹 関係性の中の琉球、琉球の中の関係性 ５５～１００

「結びにかえて 対立の回避のために」に関係記述あり。

坂田美奈子 多元的歴史認識とその行方 ： アイヌ研究からの沖縄研究の眺め ２９１～３１５

法政大学国際日本学研究所
（編）

国際日本学 ことばとことばを越える
もの

法政大学国際日本学研究セ
ンター

A５ ２１６

２１世紀 COE 国際日本学研究叢書 ７

ヨーゼフ・クライナー 工芸技術や民具コレクションの役割 ： 日本研究と日本観との相互関係に
ついての一考察

９５～１０８

北海道大学大学院文学研究
科「北方研究の構築と展
開」プロジェクト（編）

北大文学研究科公開シンポジウム
「北方的─北方研究の構築と展開」報
告書

北海道大学大学院文学研究
科・文学部

A４ １１７

川口暁弘 日本史研究と「北方」 １６～１８

吉開将人 北方と南方 ： 鳥居龍蔵・北海道帝国大学と「南支那」 １９～２２

佐々木亨 アイヌ展示における「対話・共同作業」の現状に関する予備的考察 ２３～２８

佐藤知己 アイヌ語の「北方」度 ２９～３４

菊池俊彦 北大北方文化研究室・北方文化研究施設の北方研究 ５７～６８

谷本一之 環極北・音の文化圏 ６９～７１

布施和洋 北海道島における陶磁器の流通と消費 １２世紀～１６世紀の北海道島の諸相 １０５～１１３

津曲敏郎 北方研究の構築と展開 文学研究科公開シンポジウム概要報告 １１４～１１７

北海道埋蔵文化財センター
（編）

テエタ[teeta] 北海道埋蔵文化財セ
ンターだより

１８ 北海道埋蔵文化財センター A４ ８

木村英明、本田優子（編） ものが語る歴史シリーズ１３ アイヌの
クマ送りの世界

同成社 A５ ２３５

佐々木史郎 北方諸民族におけるクマ送り儀礼 ２～３２
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児島恭子 口承文芸・文献資料にみられる送り儀礼 ３３～４３

村木美幸 クマ送り儀礼の継承と課題 ４４～７３

宇田川洋 考古学から探るクマ送りの起源 ９０～１１１

天野哲也 なぜクマ送りなのか １１２～１３２

高橋理 クマを追う人々 １３３～１４５

増田隆一 ヒグマの遺伝多様性とクマ送り １４６～１５６

池田貴夫 クマ送り研究の現状と課題 １６８～１８６

池田貴夫、本田優子（対
談）

さらに問題点を探って １８７～１９７

１９９～２３４

木村英明 付編・アオシマナイ遺跡（貝塚・チャシ）と「エゾシカ送り」

紋別市史編さん委員会（編） 新修紋別市史 紋別市 A５ １１５４

富川伸、砂田明裕 ウタリ協会の活動

佐藤和利 紋別の先住の人々 アイヌ時代 ２５～２８

小川昭一郎 蝦夷地と幕末の紋別 ２９～７４

小川昭一郎 オムシャの廃止 ８８～８９

澤登寛聡、小口雅史（編） アイヌ文化の成立と変容 ： 交易と交
流を中心として

法政大学国際日本学研究所 A５ ９４７

前編 エミシ・エゾ・アイヌ（第一部 エミシ・エゾ・擦文をめぐって／第二部 オホーツク文化の世界／第三部 アイヌ
文化の成立 北海道の中世）／後編 北東アジアの中のアイヌ（第一部 蝦夷地アイヌと交易／第二部 本州アイヌをめぐ
って）／付論 法政大学所蔵蝦夷地関係資料をめぐって
法政大学国際日本学研究所「日本学の総合的研究」研究プロジェクト テーマプロジェクト５「日本の中の異文化」研究
成果報告書

榎森進 総論 いまなぜアイヌ史か １９～３２

天野哲也 考古学からみたアイヌ民族史 ３７～５２

伊藤博幸 東北北部におけるエミシからエゾへの考古学的検討 ： 「考古学からみ
たアイヌ民族史」へのコメント（１）

５３～６４

小口雅史 文献史料からみた「エゾ」の成立 ： 「考古学からみたアイヌ民族史」
へのコメント（２）

６５～７４

八木光則 渡嶋蝦夷と津軽蝦夷 ７５～８７

小野裕子 擦文文化の週末年代をどう考えるか ８９～１０６

永田一 夷俘と俘囚 １０７～１４２

遠藤祐太郎 延久蝦夷合戦と藤原真衡・貞衡 １４３～１６８

小野裕子、天野哲也 オホーツク文化の形成と展開に関わる集団の文化的系統について ： 異
系統文化の交流が生み出した海洋漁撈文化

１７１～２１０

大西秀之 北海道東部における「中世アイヌ」社会形成前夜の動向 ： 列島史のな
かのトビニタイ文化の位置

２１１～２３４

涌坂周一 アイヌ文化の前史としてのオホーツク文化 ： 松法川北岸遺跡を事例と
して

２３５～２４０

澤井玄 十一から十二世紀の擦文人は何をめざしたか ： 擦文文化の分布域拡大
の要因について

２４１～２６９

竹内孝、中村和之 EPMA 分析画像の解析によるオホーツク海沿岸出土の土器研究 ： 土器
に含まれる砂粒の成分分析と産地同定

２７１～２９９

手塚薫 先史時代から接触期までの千島列島への人の移住 ： 千島列島生物多様
性プロジェクトの成果から

３０１～３２６

小口雅史 「日の本」世界の誕生と「日の本将軍」 ３２９～３４７

松崎水穂 「和人地」上之国勝山館跡とアイヌ ３４９～３６７

越田賢一郎 北海道南部における中世墓 ３６９～３９７

石井淳平 北海道における中世陶磁器の出土状況とその変遷 ３９９～４２６

上野秀一 札幌市 K３９遺跡大木地点の中世遺跡 ４２７～４３７

新藤透 『新羅之記録』の形成過程に関する一試論 ４３９～４７３

宇田川洋 考古学から見たチャシの年代観 ４７５～４９２

澤登寛聡 「蝦夷地之制札」設置方針に関する若干の考察 ４９７～５０５

坂田美奈子 ウイマムと御目見 ： アイヌと和人、ふたつの認識論 ５０７～５３０

渡辺賢 「ツクナイ」と「起請文」 ５３１～５６４

長澤政之 場所請負制下のアイヌ社会 ： 場所における生産と労働 ５６５～５８５

佐々木利和 平沢屏山「オムシャ図」の世界 ５８７～６００

市毛幹幸 日本近世の蝦夷地シコツ・イシカリ・サルの地域的特質 ６０１～６３１
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塩屋朋子 秋田土崎湊と松前蝦夷地との商品流通の実態 ： 近世後期の事例を素材
として

６３３～６５１

関根達人 タマサイ・ガラス玉に関する形式学的検討 ６５３～６７８

山田志乃布 蝦夷地、和人地、内地をめぐる流通システムとその再編 ６７９～６９８

高橋亜弓 近世前期における弘前藩のアイヌ支配と藩意識 ： 「御目見」「差上」
－「被下」事例の分析から

７２７～７７０

浪川健治 幕府巡見使と本州アイヌ ： 享保二年巡見使にみる「狄」の「差異」化
と応接体制

７７１～７９５

関根達人 本州アイヌの考古学的痕跡 ７９７～８２３

中村和之、小田寛貴 蝦夷錦と北のシルクロード ８２７～８４３

佐々木史郎 東アジアの歴史世界におけるアイヌの役割 ８４５～８６９

瀧本壽史 青森県内所在の蝦夷錦について ８７１～８８７

北原次郎太 樺太アイヌの木製品における刻印・人面の信仰的意義 ： 事例と考察 ８８９～９１３

佐々木利和 法政大学本『蝦夷島奇観』について ９１７～９２３

山田志乃布 松浦武四郎の地誌・地図作製とアイヌ民族 ： 法政大学国際日本学研究
所所蔵『天塩日誌』を素材として

９２５～９４５

「国際交流」通信 １５ 北海道教育大学岩見沢校国
際交流委員会

１６

前田和司 地域に根ざした環境教育のための国際ワークショップ ８～１０

ICU 比較文化 ３９ 国際基督教大学比較文化研究会

森田みゆき アイヌ民族の“展示”： ２０世紀初期における博覧会と日本の植民地イメー
ジの構築

１１９～１４９

アイヌ文化 ３１ アイヌ無形文化伝承保存会 B５ ５９

秋野茂樹 アイヌの「送り儀礼」に関する文献資料２（補遺） ３～２１

『アイヌ民族博物館研究報告』第６号（１９９８年）に掲載した論文の補遺。

若林和夫 「アイヌ文化のオオウバユリ処理について」再考 ２３～４４

『アイヌ文化』第２６号掲載論文に続くもの。

追悼 萱野茂理事 ４５～５４

萱野茂の「北海道功労賞」受賞祝賀会における野村義一会長による挨拶などを掲載。

事務局から ５５～５７

たたら研究 ４６ たたら研究会

特集：北海道の鉄器文化

鈴木信 擦文～アイヌ文化期の鉄器・素材生産 １～１７

小野哲也 鉄器にみる北海道アイヌ文化期の生活様相 １８～２９

佐々木稔 アイヌ文化期の原料鉄と鍛造技術 ３７～４２

語源研究 ４５ 日本語語源研究会 B５

永田良茂 アイヌ語と日本語、基礎語彙から ： 南島諸語との関連 ５２～６５

鳴海日出志 日本語とアイヌ語の起源 ： 「母」の比較言語の例 ６６～７３

鈴木健 私説 エミシ、エゾ、アイヌ ７４～８５

野北舜介 「崖」方言に対応する地名とそのアイヌ語解 ８６～９７

国際開発研究フォーラム ３４ 名古屋大学大学院国際開発
研究科

東村岳史 呼称から考える「アイヌ民族」と「日本人」の関係 ： 名付けることと名
乗ること

８７～１０１

根室市歴史と自然の資料館紀要 ２１ 根室市歴史と自然の資料館 B５ ８９

川上淳 千島通史（７） １９世紀初めの千島 １３～２６

吉田千萬 赤壁二郎の足跡 ８３～８９

斜里町立知床博物館研究報告 ２８ 斜里町立知床博物館 B５ ７０

豊原煕司、酒井通子 斜里町クシュンコタン遺跡 １３～３０

上江別物語 地域の歴史物語 江別市上江別小学校 A４ １５６

発行年月日記載なし。ここでは「あとがき」の日付が「平成１９年３月３１日」とあることから推察。

江別市のアイヌ語地名 １８

世代間交流事業報告書 ２００６ 北海道ウタリ協会 A４ ８３

２００６年度の事業報告。幕別、旭川、標津、平取、浦川、恵庭、むかわで実施。

帯広百年記念館紀要 ２５ 帯広百年記念館 A４ ４１

中村和之 李志恒『漂舟録』にみえる「石将浦」について １～９

アイヌ文献目録 ２００７
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２００７年３月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

東アジア日本語教育・日本文化研究 １０ 東アジア日本語教育・日本
文化研究学会

板橋義三 マタギ言葉に見られるアイヌ系言語語彙の言語学的特徴について １７１～１８７

道民カレッジ「ほっかいどう学」大学
放送講座 受講レポート集 平成１８年
度版

道民カレッジ事務局 A４ ４６

佐々尾雅志、鈴木久
美、今岡武蔵、斎藤和
男、大森教二、櫻井瞳、
千葉裕太

「アイヌ文化に学ぶ」 衣服に見るアイヌの歴史 １７～２０

日本の中の異文化 ３ 日本異文化研究会

太田順三 『アイヌの結婚式』『チセ・ア・カラ』 １～４

中野栄夫 宇梶静江『アイヌの治蔵物語 思いはこずえからこずえにつなげて』 ３４～３９

平成１７年度 普及啓発セミナー報告集 アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ １１１

上武和臣 アイヌ語と文化伝承 ６～９

浦川真喜子 アイヌ民族を意識してからの私。そしてこれからの私… １０～１５

金倉義慧 旭川・アイヌ民族の近現代史 １６～２１

川奈野一信 サルウンクル（沙流アイヌ）として ２２～２６

弓野恵子 イフンケ 母サキのイフンケに守られて ［心の子守歌］を次の世代に伝
えたい

２７～３１

小坂博宣 室蘭アイヌ語地名とカムイユーカラ（アイヌ神謡） ３２～３７

齋藤玲子 アイヌは北方民族でしょうか ３８～４６

平良智子 私とアイヌ文化 ４７～５０

多原良子 マイノリティ女性の複合差別 アイヌ女性の実態調査を実施して ５１～５６

富樫利一 知里幸恵の日記から ５７～６３

豊原熙司 北海道東部のチャシ ６４～６８

野本久栄 アイヌの祈りと言葉 ６９～７３

長谷川充 シマフクロウとアイヌ民族 ７４～８０

長谷部一弘 函館とアイヌ資料コレクション ８１～８６

平石清隆 大阪で続けたアイヌ語 ウウェペケレとチコロナイ・アイヌ語学習 ８７～９３

本間愛之 上川アイヌの研究 ４０年間の軌跡 アイヌの人々と生徒の心の交流 ９４～９９

松崎水穂 「和人地」にみるアイヌ文化 上之国館跡・勝山館跡周辺の出土品 １００～１０６

松本成美 逓送人吉良平次郎と山本多助 １０７～１１１

平成１８年度 普及啓発講演会報告集 アイヌ文化振興・研究推進機構 A４ ５７

萱野志朗 アイヌ語を復興させるためには １～１４

佐々木高明 南からの文化、北からの文化 アイヌ文化を考える視点 １５～３２

中川裕 アイヌ語教室の未来 「アイヌ文化振興法」制定から１０年。これから何を
なすべきか

３３～４６

内田祐一 アイヌの人たちと自然 ４７～５７

北のとびら ７３ 北海道文化財団 A４ １６

斉藤リエ（文）、星野
麻美（写真）

心を揺さぶる表現者たち １～２

「北海道舞台塾」での「アイヌ逓送人 吉良平治郎」を取り上げる。

北海道生涯学習研究 ７ 北海道教育大学生涯学習教
育研究センター

A４ ２２４

斎藤祥子、藤田和佳奈 アイヌの衣服と文様 ５９～６６

関西外国語大学人権教育思
想研究所（編）

関西外国語大学人権教育思想研究 １０ 関西外国語大学

植田都 多文化共生社会における教育のあり方を探る その３ アイヌ民族について ２～４０

高知女子大学紀要編集委員
会（編）

高知女子大学紀要 文化学部編 ５６ 高知女子大学

橋尾直和 琉球語の比較言語文化論 ： 新グスク考と新ニライ・カナイ考 １３～２２

国際基督教大学教育研究所
（編）

教育研究 ４９ 国際基督教大学教育研究所

槻館尚武、瀧下史ほか 日本の多文化教育における地名学習の受容に関する一考察 ： 関東地方の
アイヌ語地名を例として

９９～１０６
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２００７年３月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

足寄町史編さん委員会（編） 足寄百年史 上巻 足寄町

アイヌ民族 ６１～８５

松前藩の蝦夷地支配 ９１～９９

中部大学大学院国際人間学
研究科『国際人間学フォー
ラム』編集室（編）

国際人間学フォーラム ３ 中部大学大学院国際人間学
研究科

増澤智史 玉虫佐太夫著『入北記』におけるアイヌ観 １７１～１８２

北海道環境生活部アイヌ施
策推進グループ

平成１８年 北海道アイヌ生活実態調査
報告書

北海道環境生活部アイヌ施
策推進グループ

A４ ４７

北海道教育庁生涯学習部生
涯学習推進局文化・スポー
ツ課（編）

平成１８年度 アイヌ民俗文化財調査報
告書 （伝承聞き取り調査�）

北海道教育委員会 B５ ２２１

はじめに／白川照次さんの伝承／大坂ナオさんの伝承／出現語彙一覧

北海道教育庁生涯学習部生
涯学習推進局文化・スポー
ツ課（編）

平成１８年度 アイヌ民俗文化財調査報
告書（ユーカラシリーズ）２９ 白い幣
棚に黒い幣棚が打ち重なる物語

北海道教育委員会 B５ ２１５

北海道教育庁生涯学習部生
涯学習推進局文化・スポー
ツ課（編）

平成１８年度 知里真志保フィールド
ノート（６）

北海道教育委員会 B５ １９２

知里真志保ノート整理番号「４１」「４３」「４４」の３冊分を収録。

北海道総務部人事局人事課
（編）

北海道功労賞 受賞に輝く人 （々平成
十八年）

北海道 A５ １４３

辻井義昭 北海道から発する文化の広がりと学術の成果を求めて ３５～４５

大島稔 昔のフィールドワーカーとしての谷本先生 ４９～５１
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２００７年４月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００７年４月】

グラフ旭川 ３４０ グラフ旭川 B４ ８６

岡雅彦 アイヌの文化 ４０ ： カムイ・ユーカラ ７３

メディアあさひかわ １６８ メディアあさひかわ B５ １６５

［メディアアイ］アイヌ文様を生き生きと 博物館で伝統学ぶ体験学習 ２８

郷土誌あさひかわ ４８ ３ ４９３ 郷土誌「あさひかわ」 B６ ５４

砂澤ビッキ彫刻展 ： おさしまに遺したもの ３２～３３

飛礫 ５４ つぶて書房（発行）、れん
が書房新社（発売）

A５ １６４

『飛礫』編集委員会（写
真・文）

［フォトレポート］アイヌモシリへの出撃拠点／札幌から千歳まで雪の自
衛隊基地をたどる

１００～１０１

まよなかしんや 「北方領土の日」反対！沖縄レポート ： 北から南から「日本」を変え
よう

１１０～１１２

小林けん いま、最前線 反戦 ステザムはアイヌモシリから出てゆけ １１２～１１５

白川ただし 全国植樹祭（苫小牧）に反対する！ ： 天皇制国家のアイヌモシリ侵略
支配を弾劾し、アイヌ民族連帯をかかげて闘いを準備しよう

１１５～１１８

山本多助（採録）、山
本一昭（編集）

アイヌ民族の伝説 ： 第１１話 アザラシの神と女 １４９

文化情報 ３００ 北海道文化財保護協会 B４ ４

山田雅也 オタスの杜の教育所と写真館 ２

北海道のつり ３７ ４ ４３７ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．４４ トに○ １０３～１０５

千葉昇 北海道 大沼公園昔語り 千葉昇〔私家版〕 A５

熊祭りの話 ７３～７４

季刊 北方圏 １３９ 北方圏センター B５ ８２

岩崎まさみ 岩崎グッドマンまさみの講義録４ 多民族社会日本に向けた一歩を 多文
化共生時代の現状と課題

２２

アイヌタイムズ ４１ アイヌ語ペンクラブ A４ １２

宮田登 宮田登 日本を語る １５ 民俗学を支
えた人びと

吉川弘文館 B６ ２４８

菅江真澄のマスクの陰には何があったか ２～１０

「アイヌ民俗の視点」の項あり。初出は『国文学 解釈と教材の研究』第２７巻第８号、１９８２年６月。

民俗資料としての真澄の図絵 １１～３０

「蝦夷地の旅」の項あり。初出は『菅江真澄民俗図絵 下巻』（岩崎美術社、１９８９年２月）。

先住民族の１０年 News １３３ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

島崎直美 初めてのアイヌ女性の実態調査に取り組んで ２～３

長岡伸一 ［巷のアイヌ語］第１０回 YUBARI ８

チカップ美恵子、平野
正美（構成：編集部）

伊吹文部科学大臣の人権感覚を問う １２～１３

北海道児童文学 ９１ 日本児童文学協会北海道支部 A５ １２０

篠原裕子 「ワカルパ物語」の主題について １１～１３

『飛ぶ教室』２００５年秋号掲載の「ワカルパ物語」（神沢利子）に関するエッセイ。

３モア通信 森と匠の村から ４ エコミュージアムおさしま
センター「BIKKY アトリ
エ３モア」

B４ ４

主要目次：言葉に真実味のある男だった。（吉田豪介さん）／ビッキの施策の場、北大研究林に慰霊碑が建立／筬島の風／動
物の一瞬を捉えた「藤戸竹喜彫刻展」

佐伯修 偽史と奇書の日本史 現代書館 B６ ２８４

講釈本『蝦夷一揆興廃記』に見るシャクシャイン像のヒロイズム １４８～１５０

初出は『再現日本史』（講談社）連載コラム。

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１１７ チコロナイ友の会 A４ ３

コブタン ２９ コブタン文学会 A５ １３２

盛義昭 〔詩〕ヌプルサル １２～１３

須貝光夫 鳩沢佐美夫がかかわった三つの同人誌（下） 書きたし、わが民族のため
に ： 鳩沢佐美夫と日高文芸

３４～１２３
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２００７年４月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

季刊 東北学 １１ 東北芸術工科大学東北文化
研究センター（発行）、柏
書房（発売）

A５ ２１１

特集：焼畑と火の思想

山田悟郎 北方の農耕 ： ヒエとヒエ属について ８７～９５

御手洗昭治 サムライ異文化交流史 ゆまに書房 A５ ２７０

北太平洋と山丹交易の諸民族交流史 ４１～５４

菅田正昭 日本の祭り 知れば知るほど 実業之日本社 B６

イヨマンテ １５１

文化庁（編） 文化庁月報 ４５１ ぎょうせい B５ ４８

文化庁の星 第１回 アイヌ文化振興専門官 ３３

くしろ地名考 ２７ 釧路地方の地名を考える会 ４

アイヌ語地名講座報告 １

山本 アイヌ語地名講座の開催 元横浜国立大学教授村崎恭子氏 ２～３

早川禎治 アイヌモシリ紀行 中西出版 B６ ２７６

弘前学院大学地域総合文化
研究所（編）

地域学 第５巻 弘前学院大学（発行）、北
方新社（発売）

A５ ３２４

野村純一 説話〔ハナシ〕の来た道 ： 北方民族と「鼠の嫁入り」 ４５～７４

２００６年７月２２日の講演記録。

音楽之友社（編） 日本音楽基本用語辞典 音楽之友社 A５ １８９

甲地利恵 アイヌ音楽 １５９～１６８

加藤博文、高倉純（編） 北方圏の考古学 � 北海道大学大学院文学研究科 A４ ７９

Middle to Early Upper Paleolithic in Southern Siberia／ザバイカルにおける中期旧石器から後期旧石器への移行期石器群／
日本旧石器研究における「北海道」の両義性／石刃剥離技術の理解をめぐる一試論／渤海土器の編年と地域差について／ロ
シア沿海州における中世の哺乳類利用について／「ラブレット」をめぐる諸問題

広報げんき ５６０ 白老町経営企画課広報統計
グループ

A４ ３６

伝統文化継承者に認定 アイヌ文化伝承に貢献した女性５人 １

イオル再生事業 ６

「平成１９年度町政執行方針（要旨）」の一部。

広報びらとり ５６４ 平取町役場 A４ １４

５月以降は一般の発送を中止、町のホームページからの提供となる。

中道善光 町政執行方針 将来を見据えた町づくりを目指して ２～４

「ウタリ対策の推移」あり。

斉藤憲章 教育執行方針 環境の変化に対応できる教育を ５～６

「イオルの再生 アイヌ文化」あり。

日本史研究 ５３６ 日本史研究会 A５

菊池勇夫 寛政アイヌ蜂起と「異国境」 ４１～５８

NPO 自然法人ねおす（編） 風土を歩く 寿都－黒松内 田舎旅の
手引き

黒松内ぶなの森自然学校 A４ ７９

朱太川をとりまく遺跡とアイヌの登場 ４０～４１、
４２～４３

鰊の栄華 ５８～６１

アイヌ語地名 ７８～７９

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

平成１９年度「アイヌ語ラジオ講座」テ
キスト Vol．１

アイヌ文化振興・研究推進機構 A４ ３２

講師：萱野志朗（平取）

運輸振興協会、建設広報協
議会、国土計画協会、北海
道開発協会（編）

国土交通 ７６ 運輸振興協会

特集：北海道の挑戦 新たな北海道イニシアティブ

佐々木高明 新たな挑戦 アイヌ文化振興法１０年 その意義と現代的課題 ２８～２９

平凡社（編） 『世界大百科事典』アイヌ関連項目集 平凡社 A４ １１

読者の皆さまへ／アイヌ（起源／歴史／世界観／伝統的生活／生活文化財／文学／音楽・舞踊／観光／アイヌの現在）／アイヌ語／
アイヌ語地名／アイヌ文化振興法／北海道旧土人保護法／北海道ウタリ協会
『世界大百科事典』のアイヌ関連項目の全面改訂・追加原稿をまとめたもの。事典本体の改訂版は２００７年９月発行であっ
たが、アイヌ関連項目をまとめたこの冊子のみ先行して作成・発行された。

北海道演劇集団創造委員会
（編）

ほっかいどう演劇 ２９ 北海道演劇集団事務局 B５ １８０

福浦實 「アイヌ逓送人 吉良平治郎」公演の取り組みについて ８９～９０

アイヌ文献目録 ２００７
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２００７年５月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００７年５月】

〔日本甲殻類学会〕会員連絡誌 １６ 日本甲殻類学会

川井唯史、白濱和彦 江戸時代の図譜とアイヌ神祀具で見られるニホンザリガニ ５１～６２

ウイング Sapporo ３９ ウイング出版 B５ １３８

多原香里（聞き手：田
中早苗）

〈インタビュー〉アイヌ民族の女性として 弱者の思いを国政に届けたい １０～１３

グラフ旭川 ３４１ グラフ旭川 B４ ８２

岡雅彦 アイヌの文化 ４１ ： カムイ・ユーカラを訪ねて ７１

月刊みんぱく ３１ ７ ３５８ 国立民族学博物館 B５ ２４

加藤謙一 アイヌ文化と学校教育、そして博物館 １５

週刊日本の１００人 田沼意次 ６４ デアゴスティーニ・ジャパン A４ ３１

松前藩の支配とアイヌの運命 ： 意次が希望を見い出した蝦夷地の歴史 １９

北海道のつり ３７ ５ ４３８ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．４５ 「心太」と書いて… １０５～１０７

北海道生活 ４ アイリー出版 A４変型 １２８

アイヌの食 おおうばゆり 【トゥレプ】 １０７～１０９

歴史読本 ５２ ５ 新人物往来社 A５ ３９８

西股総生、木戸雅寿 北海道のチャシ・戦国城館 見どころ事典 ２２２～２２５

白老町町内会連合会（編） 広報げんき ５６１ 白老町経営企画課 A４ ２０

この号から町内会連合会が編集を担当。

白老町伝統文化継承者� 野本ハナヱさん ４

伝統の味を忠実に再現しました サッチェプ 鮭寒干し ５

高橋房次物語『銀杏のそよぎ』公演決まる １９

高橋明雄 留萌地方文学史考 ： 出身作家の活
躍、沿岸取材作の周辺

高橋明雄 A５ １３０

幕末にみる庄内藩天領代官・原半右衞門の暮らし ： 日記から読みとる往
時の天塩

１１９～１２９

初出は『留萌文学』

北海道埋蔵文化財センター
（編）

北海道立埋蔵文化財センター年報 ８ 北海道立埋蔵文化財センター A４ ７７

平成１８（２００６）年度

平川善祥 アイヌ文化期出土の銭貨 ６３～６６

アイヌ語地名研究会会報 ２９ アイヌ語地名研究会 A５ ８

三好勲 背負い石から名付いた「抜海」の地名

平隆一 栗山町はヤムニウシ由来？

地蔵慶護 えにわ地名小史

松浦武四郎研究会会誌 ５１ 松浦武四郎研究会 B５ ３２

二宮陸雄、秋葉實 姫路種痘館医井上元長の安政四～六年蝦夷地牛痘種痘 １２～３２

労働文化 ２０４ 北海道労働文化協会 B５ ３９

［本の紹介］東京アイヌ史研究会編集・発行『〈東京・イチャルパ〉への
道 明治初期における開拓使のアイヌ教育をめぐって』

３０

中川裕、中本ムツ子 カムイユカラでアイヌ語を学ぶ 白水社 A５ ２３５

CD 添付。

先住民族の１０年 News １３４ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

渡辺圭 現代のユーカラ劇をつくろう！： さっぽろ自由学校「遊」講座を受講して ６～７

中野巴絵 ペウレ・アイヌ あの人この人（１） 転機となった海外研修 ８～９

地名 ２５ 宮城県地名研究会 A５ １０１

奥昭夫 地名雑感 ３～１４

菅原伸一 「蝦夷」語源考（１） ４８～６０

岩間暁子、ユ・ヒョヂョン
（編著）

マイノリティとは何か ： 概念と政策
の比較社会学

ミネルヴァ書房 A５ ４５１

岩間暁子 日本におけるマイノリティ ２５～６３

村井紀 近代日本文学とアイヌ民族 ： 純血幻想をこえて ２３７～２５８

ユ・ヒョヂョン 「オロチョン・ラーメン」はなぜ辛い？ ： 日露にまたがる、ある「少
数民族」のなまえをめぐる社会史

３１７～３５３
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２００７年５月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

小泉武夫 小泉教授が選ぶ「食の世界遺産」日本編 講談社 A６ ２６９

講談社文庫

オントゥレパカム １０５～１０６

週刊金曜日 １５ １８ ６６８(No．６５４） 週刊金曜日 A４変型 ６６

北川大 ８５年前、平治郎に何があったか？ 『アイヌ逓送人 吉良平治郎』 ５０～５１

日本考古学 ２３ 日本考古学協会 A４ １３３

八木光則 ［書評］松本建速『蝦夷の考古学』 １１４～１１９

解放出版社（編） 部落解放 増刊号 ５８２ 解放出版社 A５ １８３

竹内渉 萱野茂アイヌの遺したもの ９４～９７

利根川 ２９ 利根川同人会 B５

出村文理 マンロー著 Prehistoric Japan に関する覚書 ７７～８３

計良光範（編集人） Yay Yukar Park ５６ ヤイユーカラの森 B５ １８

第１４回鹿狩りキャンプ ３～８

「西本願寺札幌別院・連続差別落書き事件」のその後 １４

日本建築学会計画系論文集 ６１５ 日本建築学会

小林孝二、大垣直明 アイヌ文化期の発掘住居跡に関する基礎的研究 ： 発掘資料から見たア
イヌ民族住居の寸法体系に関する考察

１９１～１９８

古田武彦（直接編集） なかった 真実の歴史学 ３ ミネルヴァ書房 A５ １７３

合田洋一 渡嶋と粛慎について 渡嶋は北海道ではない ９２～１１４

大倉尚美 せたな町ふるさと絵本 北海道創作民
話 龍の神とうぐい沼 カンナカムイ
とチェプト

せたな町、せたな町教育委員会 A４横 １６

中村生雄、三浦佑之、赤坂
憲雄（編著）

狩猟と供儀の文化誌 森話社 B６ ３６２

叢書・文化学の越境 １４

赤坂憲雄 アイヌの狩猟文化 ： 菅江真澄の日記を手がかりとして １２３～１３８

佐藤宏之 送り儀礼の民俗考古学 ２７３～２９８

北海道埋蔵文化財センター
（編）

森町 石倉１遺跡 北海道埋蔵文化財
センター調査報告書 ２４７集

北海道埋蔵文化財センター A４ １０４

国土交通省北海道局（監修） 北海道の開発 ２００７ 北海道開発協会 A４ ８６

アイヌ関連施策 ６８～６９

アイヌ文献目録 ２００７
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２００７年６月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００７年６月】

グラフ旭川 ３４２ グラフ旭川 B４ ７０

岡雅彦 アイヌの文化 ４２ ： カムイ・ユーカラを訪ねて ５７

古地図にみる西蝦夷地とイシカリ川筋 たきかわ歴史地図研究会 A４ １１６

イシカリ川筋のアイヌ語地名から ４０～１０２

他にも関係記述あり。

広報おびひろ ９９７ 帯広市企画部広報課 A４ ２４

内田祐一（写真、文） ［ふるさと見聞録］アイヌの人々の生活 １１５ ハチ ２４

望星 ３８ ６ 東海教育研究所（発行）、
東海大学出版会（発売）

A５ １２０

川田順造 もうひとつの日本への旅 第１８回 私たちのなかのアイヌ文化 １０４～１１１

北海道のつり ３７ ６ ４３９ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．４６ 世界一小さいほ乳類 １０２～１０４

北方林業 ５９ ６ ６９９ 北方林業会 B５ ２４

シリーズ「アイヌの人々と森」連載開始（翌年５月号まで連載）。

出利葉浩司 人びとにとって森林とは何か ： アイヌ民族と森林を考える １～４

白老町町内会連合会（編） 広報げんき ５６２ 白老町経営企画課 A４ ２６

白老町指定民俗文化財 伝統文化継承者� 野本ヨシヱさん ６

部落解放・人権研究所（編） 部落解放研究 １７６ 部落解放・人権研究所 A５

スティンソン・純 国連人権理事会 ： 人権課題の主流化 ３７～５０

北海道歴史研究会（編） 北海道れきけん ６４ 北海道歴史研究会 B５ １６

水無月怜 先住民族に見る詩歌の世界（十三）（十四）（十五） ２～４

寒川渓 〔創作〕小説コシャマイン（二） ４～８

岡村正吉 北海道の歴史を考える その一 根室のイチャルパ １４

岡村正吉 北海道の歴史を考える その二 夷酋列像 １４～１５

hibi．N 〔ヒビドットエヌ〕 ４ 日々有限会社 A４ ４５

今、北海道犬が気になります ８～１３

先住民族の１０年 News １３５ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

黒田秀之 北海道大学アイヌ・先住民研究センター ４月開設 ８～９

K�S ペウレ・アイヌ あの人この人（２） 「アイヌ民族」であること… １０

深山直子 先住民族問題における研究と実践の関わり その議論より １４～１５

長岡伸一 ［巷のアイヌ語］第１１回 ピヤラ（窓） １６

オホーツク文庫 レラ ７ オホーツク文化資料館 B５ １２

伊藤せいち 共和町アイヌ語地名の記録 ５９～７０

ページ番号は通番

空知地方史研究 ４１ 空知地方史研究協議会 B５ ５４

岡田齋 アイヌ渡船物語 ： 長谷藤蔵・出合沢コタン周辺 ３２～３７

杉山四郎 武四郎碑のまとめと栗山町の“準”碑 ３８～３９

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

アイヌからのメッセージ２００７ 現在か
ら未来へ

アイヌ文化振興・研究推進機構 A４ １０３

平成１９年度アイヌ工芸品展の解説図録。

齋藤玲子 アイヌ工芸の過去と現在 ２００年のメッセージ ９０～９５

文公輝 大阪人権博物館と「アイヌからのメッセージ２００７」 ９６～９７

佐藤理夫 函館とアイヌ ９８～９９

関野吉晴 関野吉晴対談集 ： グレートジャー
ニー１９９３～２００７

東海教育研究所（発行）、
東海大学出版会（発売）

A５ ２７０

関野吉晴、萱野茂（対
談）

北から見る日本列島 ８３～１００

ブレーメン館 ５ 『ブレーメン館』編集部 B５ ２０４

阿部包 北辺の地をゆく １１２～１２３

大和幸子 天塩思い入れ紀行 １２３～１３１

田端久夫 鳥居龍蔵のみた日本 古今書院 B６ ３５３

小磯修二、山崎幹根（編著） 戦後北海道開発の軌跡 ： 対談と年表
でふりかえる開発政策

北海道開発協会 A５ ２１８

［対談］戦後北海道開発政策を振り返って ８～８６

「アイヌ新法と北方領土隣接地域安定振興政策」あり。
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２００７年６月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

北海道新聞社（編） ９条やめるんですか？ ： 北の国から
憲法を考える

北海道新聞社 A５ １１２

アト°イ イタクカシカムイ＝言霊の銃弾の議論を！ ３８～４８

小野有五 イマジン・第９条 ４９～５８

アークティック・サークル ６３ 北方文化振興協会 B５ ２０

西村直城 コレクションの系譜 ２１ 黄葉夕陽文庫のアイヌ工芸品 １２～１３

R ［北図鑑］ハマナス ２０

谷本一之 北風の歌の旅 熊送り解禁 ３

〔北海道史研究協議会〕会報 ８０ 北海道史研究協議会 B５

谷本晃久 北海道・東北史研究会創立２０周年記念例会の概要

『北海道・東北史研究会会報』２００６年第４号（２００６年１２月）掲載を一部改訂して再掲。

アイヌタイムズ 日本語版 ４１ アイヌ語ペンクラブ A４ ４

恵庭市郷土資料館年報 １３ 恵庭市郷土資料館 A４ ３５

［検証報告］林田・漁太地区における番屋・船着場の範囲特定

北海道開拓記念館だより ３７ １ １９５ 北海道開拓記念館 A４ ８

辻幸恵 たいがく DE タンペ ヘマンタ アン？ ７

吉成直樹（編） 声とかたちのアイヌ・琉球史 森話社 B６ ４３５

坂田美奈子 アイヌ口承文学における生存のユニット ： ウウェペケレが提起するア
イヌ・和人関係

１０～４０

藤井貞和 物語人称と神話叙述 ： 〈聖伝〉にみる ４１～８５

佐々木利和、谷本晃久 『紙本著色箱館湾シベツ図屏風』 ８７～１２７

吉成直樹 アイヌ社会と三つ巴紋 １２９～１８６

下野敏見 アイヌ・ヤマト・琉球民俗の比較 ： 拝み手と火の神をめぐって １８７～２４４

橋尾直和 東アジアにおける琉球語・アイヌ語・日本語諸方言の比較研究 ２４５～２９２

三隅治雄 全国年中行事辞典 東京堂出版 A５ ５４６

熊祭 １６９

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

北海道立アイヌ民族文化研究センター
年報 ２００６（平成１８年度）

北海道立アイヌ民族文化研
究センター

A４ １６

くるまいし 根室市歴史と自然の資料
館だより

２２ 根室市歴史と自然の資料館 B５ ２６

平成１８年度の寄贈資料について

記事中で「アイヌ民具」を紹介。この民具が２００７年５月に市指定有形文化財となる。表紙に関連写真、説明文あり。
巻末「編輯後記」にも関係記事あり。

釧路市立博物館々報 ３９７ 釧路市立博物館 B５ １２

豊原熙司 釧路川水系の遺跡 ２１ 中流域の送り場とチャシの補足（標茶町） ３～７

北方風土社（編） 北方風土 ５４ イズミヤ出版

高坂昭男 秋田伝説・秋田弁・マタギ語・アイヌ語（歴史民俗論編） ８２～８７

アイヌ文献目録 ２００７
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２００７年７月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００７年７月】

グラフ旭川 ３４３ グラフ旭川 B４ ６７

岡雅彦 アイヌの文化 ４３ ： カムイ・ユーカラを訪ねて ６７

ペウレ エプイ アイヌ文化学生フ
ォーラムより

８ ペウレエプイ編集委員会 A４ ４

れら東北 １０ 東北アイヌ語地名研究会 A４ ４

西成辰雄 秋田県南地方のアイヌ語地名と街道 １

角田賀津三 群馬の古地名と（アイヌ語系）探索 ２

村崎恭子 東北に色濃く残るアイヌ語地名 ： enrum と ota 由来の地名を探る ３～４

望星 ３８ ７ 東海教育研究所（発行）、
東海大学出版会（発売）

A５ １２０

川田順造 もうひとつの日本への旅 第１９回 「先住民」をめぐる問題群 １０４～１１１

北方林業 ５９ ７ ７００ 北方林業会 B５ ２６

志賀雪湖 物語にみる「森」 ： 倒木 １７～２１

白老町町内会連合会（編） 広報げんき ５６３ 白老町経営企画課 A４ ２４

白老町指定民俗文化財 伝統文化継承者� 近藤ノリ子さん ５

函館市北方民族資料館
（編）

タマサイの美 ： 函館コレクション 函館市文化・スポーツ振興
財団

A５ ３４

タマサイの美／首飾りとタマサイの歴史／ガラス玉の移動 ： 交易／「タマサイ」と「シトキ」／タマのいろいろ／タマサ
イ／伝統的な自製のシトキ／和人の作った和製のシトキ／バラエティに富んだ転用のシトキ／舶来品を使ったシトキ／動物文
様のシトキ／珍しいタマサイ／熊送りのタマサイ／樺太のタマサイ
その他コラム数カ所あり。

１１ アイヌタイムズ ４２ アイヌ語ペンクラブ A４ １２

飛礫 ５５ つぶて書房（発行）、れん
が書房新社（発売）

A５ １７６

山本多助（採録）、山
本一昭（編集）

アイヌ民族の伝説 ： 第１２話 鹿に化けた娘 １４７

先住民族の１０年 News １３６ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２４

小林純子 「アイヌ文化振興法制定から１０年」東京でシンポジウム開催 ２～４

鵜沢加奈子長谷川由希 第６会期国連先住民族問題に関する常設フォーラム報告 ５～７

長岡伸一 第１３回「時事アイヌ語」の復習 ２０

ウレシパ・チャランケ（育みあうため
の議論を）

３２ 先住民族とともに人権・未
来・共生を考える会

B５ １９

渡辺隆 江戸明治の百名山を行く ： 登山の先
駆者 松浦武四郎

北海道出版企画センター 新書 ２７８

浜靖史 〔創作〕アイヌ墓地をあばいたイギリ
ス人たち 一八六五年箱館

文芸社 B６ １５６

スロウ １２ ソーゴー印刷 A４ １８２

萬年とみ子（取材・文） 神様が下ろしてくれた鮭 ５０～５７

季刊 東北学 １２ 東北芸術工科大学東北文化研究セ
ンター（発行）、柏書房（発売）

A５ ２１６

星野紘 日本の獅子舞にみる神観念 ： ユーラシア大陸的視点で ２９～４７

篠田謙一 日本人になった祖先たち DNA から解
明するその多元的構造

日本放送出版協会 B６ ２１９

日本人ミトコンドリア DNA の地域差 ： 北海道先住民、沖縄人、そして本
土日本人

１３１～１４８

松園万亀雄（監修）、「世界
を集める─研究者の選んだ
みんぱくコレクション」実
行委員会（編）

世界を集める ： 研究者の選んだみん
ぱくコレクション

国立民族学博物館 B５ １５１

佐々木利和 日本列島の北の文化、南の文化 ： 千島アイヌの仮面、カイダー板札、藁算 ２６～２７

アイヌ語地名研究会会報 ３０ アイヌ語地名研究会 B５ ８

第１１回アイヌ語地名研究大会が開催される

渡辺隆 『江戸明治の百名山を行く 登山の先駆者松浦武四郎』の出版を終えて

地蔵慶護 えにわ地名小史

小川昭一郎（編著） 安政年間モンヘツ御用所史料集成（二） 道都大学小川研究室

初出は『道都大学紀要 社会福祉学部』及び同『共通教育部』
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２００７年７月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

音威子府村史編纂委員会
（編）

音威子府村史 上巻 本編 音威子府村 A５ ９７８

鈴木邦輝 音威子府地方の地名 ２６～５４

鈴木邦輝 続縄文・擦文・アイヌ時代 ６７～７１

鈴木邦輝 先住のアイヌの人たち ７２～１１０

仲尾光康 アイヌと物満内 ９５７

仲尾光康 砂澤ビッキと物満内 ９６３～９６４

北海道埋蔵文化財センター
（編）

森町 濁川左岸遺跡（３） 北海道埋蔵
文化財センター調査報告書 ２４６集

北海道埋蔵文化財センター A４ ２３２

財団のあらまし 平成１８年度 アイヌ文化振興・研究推進機構 A５ ２５

地域と人権 ２８２ 全国地域人権運動総連合

北原きよ子 アイヌ文化振興法から１０年 ２７～３２

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

平成１９年度「アイヌ語ラジオ講座」テ
キスト Vol．２

アイヌ文化振興・研究推進機構 A４ ３４

講師：萱野志朗（平取）

アイヌ文献目録 ２００７
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２００７年８月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００７年８月】

グラフ旭川 ３４４ グラフ旭川 B４ ７３

岡雅彦 アイヌの文化 ４４ ： カムイ・ユーカラを訪ねて ６１

ブルータス ２８ １４ ６２１ マガジンハウス A４変型 ２２２

特集記事：ニッポン観光２００７

今、そこにあるアイヌ文化に触れる旅 ６２～６９

OKI、萱野茂二風谷アイヌ資料館、阿寒湖アイヌコタンなどを取り上げる。

〔広告〕北海道の美味よりも LISMO で名曲チェックするほうが先ですか？ ２２１～２２２

OKI Dub Ainu Band に言及あり。

郷土誌あさひかわ ４８ ８ ４９７ 郷土誌「あさひかわ」 B６ ５４

馬場昭 おじたりあんノート１８６ “アイヌ語の「君が代」!!" ３４

広報おびひろ ９９９ 帯広市企画部広報課 A４ １８

内田祐一（写真、文） ［ふるさと見聞録］アイヌの人々の生活 １１６ ミントチ １８

新聞研究 ６７３ 日本新聞協会 B５ ８８

半澤豊彦 ［わが支局 わが日々］アイヌ文化を世界に ６６

著者肩書きは室蘭民報社白老支局長。

北方林業 ５９ ８ ７０１ 北方林業会 B５ ２４

津田命子 アイヌ女性の森林利用 ： 植物からつくられたもの １７～１９

歴史地理教育 ７１８ 歴史教育者協議会 A５ １００

岡野成利 日本の中の異文化世界 ： 琉球・アイヌモシリ ４８～５３

西成彦、崎山正毅 異郷の死 ： 知里幸恵、そのまわり 人文書院 B６ ２９６

丸山隆司 知里幸恵の詩／死 １３～４５

西成彦 バイリンガルな白昼夢 ４７～８１

坪井秀人 みずからの声を翻訳する ： 『アイヌ神謡集』の声と文字 ８３～１１７

佐藤ロスベアグ・ナナ 知里幸恵と知里真志保のアイヌ神謡訳 ： オノマトペと踊る謡 １１９～１４７

津島佑子 越境の女性作家として １４９～１５８

安田敏朗 知里幸恵と帝国日本言語学 １５９～１９０

崎山正毅 口承から表記へ、表記から「文学」へ ： 知里幸恵と知里真志保の「日
本語テクスト」とその周辺

１９１～２１５

太田昌国 知里幸恵との、遅すぎた出会いをめぐって ２１７～２２６

秋枝美保 宮沢賢治とアイヌ文学 ２２７～２５１

細見和之 好奇心とオリエンタリズム ： 北原白秋のアイヌ民族へのまなざしを考
える

２５３～２８７

白老町町内会連合会（編） 広報げんき ５６４ 白老町経営企画課 A４ ２４

白老町指定民俗文化財 伝統文化継承者� 野本リヨさん ６

解放出版社（編） 部落解放 ５８６ 解放出版社 A５ １２６

特集：アイヌ文化振興法１０年

阿部ユポ アイヌ民族の先住権の回復を求めて １２～２１

竹内渉 実態から見える振興法の限界と課題 『平成１８年北海道アイヌ生活実態調
査報告書』より

２２～２５

秋辺日出男 〔インタビュー〕文化は人間にとっての万能薬 観光を通してアイヌの心
を伝える

３６～４３

新納功一 沖縄で亡くなったアイヌ民族の慰霊祭 「南北の塔」そして基地包囲行動 ５４

日本パーソナリティ心理学会大会発表
論文集

１６ 日本パーソナリティ心理学会

大村政男、浮谷秀一 北海道人はどんな性格か� 渡辺徹『旧新人国記』刊行６０周年を記念して
（２） アイヌ民族と台湾先住民の比較

３６～３７

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

アイヌ語地名を歩く ： 山田秀三の地
名研究から

北海道立アイヌ民族文化研
究センター

A４ ５４

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

企画展図録別冊 アイヌ語地名を歩く
： 山田秀三の地名研究から ２００７・
胆振／日高

北海道立アイヌ民族文化研
究センター

A４ １６

札幌市総務局文化資料室
（編）

「新札幌市史」機関誌 札幌の歴史 ５３ 札幌市、札幌市総務局 A５ ８２

海保洋子 近世イシカリ場所疱瘡流行史ノート ： 文化十四年を中心に ２２～３３
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２００７年８月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

北海道の教育 第４１集 北海道教職員組合、北海道
私立学校教職員組合協議会

（編）

A５ ５５６

平和・人権教育 ３０１～３３２

北海道教育大学紀要 人文科学・社会
科学編

５８ １ 北海道教育大学 A４

籾岡宏成 多数者と少数者の人権意識・前編 アイヌ文化振興法をめぐる意識調査の
統計的分析からの一考察

２９～４１

民具研究 特別号 日本民具学会

関秀志 北海道民具 アイヌ・開拓民民具 ９９～１０７

民俗文化研究 ８ 民俗文化研究所

［書誌紹介］東村岳史著『戦後期アイヌ民族・和人関係史序説 １９４０年代
後半から１９６０年代後半まで』

２８９～２９３

アイヌ文献目録 ２００７
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２００７年９月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００７年９月】

グラフ旭川 ３４５ グラフ旭川 B４ ７３

岡雅彦 アイヌの文化 ４５ ： カムイ・ユーカラを訪ねて ６１

このシリーズは今回で完。

月刊文化財 ５２８ 第一法規 B５ ５２

吉原秀喜 アイヌの伝統と近代開拓による沙流川流域の文化的景観 ： 牧野・牧野林の広
がり

５２

表紙解説

日本音響学会誌 ６３ ９ ５６８ 日本音響学会

下村五三夫 アイヌ発声口琴習俗の研究 ５６８

北方林業 ５９ ９ ７０２ 北方林業会 B５ ２４

北原次郎太 ［アイヌの人々と森］（４） イナウ １７～２０

歴史地理教育 ７１９ 歴史教育者協議会 A５ １０２

千葉誠治 アイヌ民族理解のために ６４～６９

博士論文紹介

よる沙流川流域の文化的景観（新選定の文化財） ３６～３８

吉原秀喜 アイヌの伝統と近代開拓による沙流川流域の文化的景観 ： 牧野・牧野
林の広がり

５２

表紙解説

白老町町内会連合会（編） 広報げんき ５６５ 白老町経営企画課 A４ ２６

白老 観光新時代を迎えて ２～３

「ポロトコタンの夜」関係記事

白老町指定民俗文化財 伝統文化継承者� 林イツ子さん ６

北海道埋蔵文化財センター
（編）

テエタ[teeta] 北海道埋蔵文化財セ
ンターだより

１９ 北海道埋蔵文化財センター A４ ８

計良光範（編集人） Yay Yukar Park ５７ ヤイユーカラの森 B５ １４

２００７春のキャンプ その１ １～５

２００６春のキャンプ その２ ６～９

「西本願寺札幌別院・連続差別落書き事件」のその後 １４

ペウレ・ウタリ ５１ ペウレ・ウタリの会編集委
員会

B５ １４

先住民族の１０年 News １３７ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

小笠原小夜、酒井美直 ハワイから伝統航海カヌー「ホクレア号」横浜港到着 ５～７

三橋奈々 第６会期先住民族問題常設フォーラム 北海道ウタリ協会報告から ８～９

島崎匡也 ペウレ・アイヌ あの人この人（３） 人との関係をいいものにしていきたい １０

朝日新聞論説委員室（編）、
国際編集部（訳）

英文対照 天声人語 ２００６夏 原書房 A５ ２４８

萱野茂さんとアイヌの文化 ９９～１０１１

原文は『朝日新聞』２００６年５月９日付。

宇田川洋 アイヌ葬送墓集成図 北海道出版企画センター B５ ４２０

星野紘 世界遺産時代の村の踊り ： 無形の文
化財を伝え遺す

雄山閣 A５ ３０５

アイヌの「ユーカラ」とユーラシアの英雄叙事詩の比較〈日本・中央アジ
ア・ロシア〉

１３０～１４７

２００６年１月１３日に中部大学にて開催された共同研究会「アジアにおける文化クラスター 叙事詩の系譜」（藤井知昭主
宰）における研究発表及び質疑応答をまとめたもの。

北海道歴史研究会（編） 北海道れきけん ６５ 北海道歴史研究会 B５ １６

寒川渓 〔創作〕小説コシャマイン（三） ２～５

水無月怜 先住民族に見る詩歌の世界（十六）（十七）（十八） ６～７

けーし風 ５６ 新沖縄フォーラム刊行会議 A５ ７０

竹内渉 ［北の風・南の風］『アイヌ民族の歴史』待望の通史刊行 ４２～４３

『部落解放』２００７年１０月号に加筆修正

人間文化 ２２ 愛知学院大学人間文化研究所 B５ ４３１

鏡味明克 東北地方のアイヌ語地名の痕跡 １４１～１４９
（２７６～２６８）
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２００７年９月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

由良勇（編） 松浦武四郎 蝦夷地六航と蝦夷 国号
撰定

由良勇 B５ ７６

松浦武四郎と蝦夷語 ３０～３１

河野本道 ペカムペ日誌 ヒシの実 水辺に浮か
ぶ妖精の研究記録

北海道出版企画センター A５ １５５

プロローグ ペカムペ それは水辺の妖精？ ３～７

他にも関係記述あり。

松浦武四郎（著）、秋葉實
（翻刻・編）

松浦武四郎選集 五 午手控（一） 北海道出版企画センター A５ ４８８

アークティック・サークル ６４ 北方文化振興協会 B５ ２０

文公輝 コレクションの系譜２２ チセが包みこむ作品群 大阪人権博物館 １２～１３

高清水康博 地層学とアイヌ口碑伝説から過去の大津波を探る １４～１７

Ｔ [BOOKS]『アイヌのクマ送りの世界』木村英明・本田優子編 １８

R ［北図鑑］トリカブト属 ２０

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

アイヌ民族文化研究センターだより ２７ 北海道立アイヌ民族文化研
究センター

A４ ８

［山田秀三文庫の資料から］伊達市の「ワッカオイ」 １

［『ポン カンピソシ』の写真から］３ 噴火湾の木綿衣 ２

甲地利恵 ［フィールドからデスクから］「サヨンの歌」とアイヌ語と ３

［公開している資料から］山田秀三文庫音声資料「沙流川下流域の地名調
査」

４～５

日本建築学会計画系論文集 ６１９ 日本建築学会

小林孝二、大垣直明 近代以前の絵画資料と発掘資料から見たアイヌ民族の住居に付属する建物
に関する基礎的研究 ： 熊檻と倉を中心とする住居に付属する建物の特徴

１５７～１６４

北海道開拓記念館だより ３７ ２ １９６ 北海道開拓記念館 A４ ８

舟山直治 分野別研究 「北海道文化の形成と変容に関する民族・民俗学的研究の最
終年調査にあたって」

５

立命館言語文化研究 １９ １ 立命館大学 B５

麓慎一 北千島アイヌの改宗政策について ： 色丹島におけるアイヌの改宗政策
と北千島への帰還問題を中心に

朝日新聞論説委員室（編） 天声人語 ２００６年１月－６月 朝日新聞社 B６ ２８６

萱野茂さん １９３～１９４

初出は『朝日新聞』２００６年５月９日付。

社会学部論集 ４５ 仏教大学社会学部

崔銀姫 「他者」としてのアイヌ ： ドキュメンタリーにおけるアイヌの表象にか
かわる小考察

１９～３６

白老町（編） 白老町アイヌ施策基本方針 白老町 A４ １７

板垣昭一 私小説松本十郎 北のはざま ： 札幌
判官時代の苦悩

鶴岡書店 B６ ３１０

前作（『小説 松本十郎 北辰軸』（根室判官時代を扱う）に続く作品。
目次：本庁建築進捗／敗残の怨念／同郷の移住民／十郎批判／父よ母よ／朋友
酒井調良／不信の萌芽／米ができるぞ！／溝／桑園開墾隊／宗谷移住の樺太ア
イヌたち／石狩川水源探索／決断

アイヌ文献目録 ２００７

― 115 ―



２００７年１０月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００７年１０月】

ペウレ エプイ アイヌ文化学生フ
ォーラムより

９ ペウレエプイ編集委員会 A４ ４

郷土誌あさひかわ ４８ ９・１０ ４９８ 郷土誌「あさひかわ」 B６ ５６

本間敬三（撮影） できたぞ！ 僕らの丸木舟 ５６

旭川竜谷高校郷土部による丸木舟制作を報じる。

日本の教育史学 教育史学会紀要 ５０ 教育史学会 B５

小川正人 「遊楽部学校」の歴史 ： １８８０～９０年代のアイヌ学校に関する実態分析の
こころみ

１９～３１

北方林業 ５９ １０ ７０３ 北方林業会 B５ ２４

北原次郎太 ［アイヌの人々と森］（５） 森の動物 クマと信仰 １８～２０

ト ー・ナ ビ タ 株 式 会 社
（編）、ジェイアール東日
本企画（監修）

フロームステーション １１ 表示灯 A４ １４

特集：アイヌ文化交流センター

アイヌ文化交流センター・東京でアイヌ文化を知る！見る！体験する １１～１２

菊池勇夫 菅江真澄 吉川弘文館 B６ ３３０

松前・蝦夷地の旅 ９２～１３６

白老町町内会連合会（編） 広報げんき ５６６ 白老町経営企画課 A４ ２４

シリカプ漁とイタオマチプ １～３

特集記事。

歴史研究 ４９ １０ ５５５ 歴研 A５ １２７

佐藤貢 「ウトウ」アイヌ語説の誤り ： 虚説を広めた『広辞苑』 ４４～５２

解放出版社（編） 部落解放 ５８８ 解放出版社 A５ １１４

竹内渉 〔本の紹介〕アイヌ民族の歴史 榎森進著 ５８～５９

先住民族の１０年 News １３８ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２４

特集：「先住民族の権利に関する国連宣言」（その１）

編集部（構成） 特集・「先住民族の権利に関する国連宣言」その１ ２～４

加藤忠、田中了、当間嗣清、上村英明の文章を掲載。

狩野雄一 フィールドワーク 「アイヌと歩む…東京アイヌ史」 １９

あさひばし こうほう旭川市民 ７７８ 旭川市生活交流部広聴広報課 A４ ２４

「コロポックル コタン」って何？ ５

特集「まちの不思議を探ってみよう」西神楽

苫小牧駒澤大学紀要 １８ 苫小牧駒澤大学 A５ ３８６

金内花枝 アイヌ伝統料理の栄養学的考察 ： 主食としてのオハウ（汁もの）につ
いて

７３～９９

石純姫 前近代期の朝鮮人の移動に関する一考察 ： 北海道における在日朝鮮人
の形成過程とサハリンアイヌの関係を中心に

１４５～１６６

飛礫 ５６ つぶて書房（発行）、れん
が書房新社（発売）

A５ １６４

山本多助（採録）、山
本一昭（編集）

アイヌ民族の伝説 ： 第１３話 けちんぼオオカミ １２７

原始林 ６２ １１ ７３３ 原始林社 A５ １０２

床みどり ムックリ

草の根社会福祉 ３９ 社会福祉研究センター B５ ２２９

遠藤宏、遠藤美津恵 アイヌ社会の文化と死生観（その３） 熊の霊送り等の儀礼を通して ６７～９２

遠藤宏、遠藤美津恵 アイヌ社会の文化と死生観（その４） 人の葬送儀礼を通して ９３～１１４

北海道いい旅研究室 １０ 海豹舎 A５変型 １６０

アト°イ（語り） カムイイピリマ ： 神々の耳うち １１４～１１７

『ピオストーリー』編集委
員会（編）

ピオストーリー ８ 生き物文化誌学会（発行）、
昭和堂（発売）

A５ １３５

特集：知の巨人、大林太良の世界。下記以外にも特集記事中に「アイヌ文化研究」（４８～５５ページ）あり。

佐々木史郎 北方諸民族世界と日本 ： 大林太良と北方文化研究 ４８～５５

佐々木馨 北方伝説の誕生 ： 歴史と民俗の接
点

吉川弘文館 B６ ２２６
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２００７年１０月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

新野直吉 田村麻呂と阿弖流為 ： 古代国家と
東北

吉川弘文館 B６ ２２１

１９９４年吉川弘文館より刊行の単行本の復刊。新たに「『田村麻呂と阿弖流為』の周辺」を加える。

Aru：k〔あるく〕 ２ 札幌大学埋蔵文化財展示室 A４ １９５

三谷智広 動物骨にみられる人為的痕跡の観察 ： 近世アイヌ文化期にみる動物利用 ５３～６１

イーストサイド １６ バルク・カンパニー A４ ８８

郷左近好古 ワイズユースとイオル的構想 その２ アイヌ古道を探す ３ ６７

文芸オホーツク編集委員会
（編）

文芸オホーツク １６ 紋別市文化連盟 A５ ２９０

横平弘 古事記に見るアイヌ語地名の可能性（続） ３８～４４

弘前大学国史研究 １２３ 弘前大学国史学会

市毛幹幸 ［書評論文］榎森進著『アイヌ民族の歴史』 ５１～６０

くしろ地名考 ２９ 釧路地方の地名を考える会 ４

柏木宣勝 村崎恭子先生の講演から １～２

大川純彦 太宰幸子先生の講演を聞いて ２

小松重和 シンポジュームから 参加者と意見交換 ３

計良光範（編集人） Yay Yukar Park ５８ ヤイユーカラの森 B５ ４６

２００７夏のキャンプ １～６

２００７ カナダ ファースト・ネーションを訪ねる旅 ７～３５

［ごまめの歯ぎしり］『先住民族の権利に関する国連宣言』採択とアイヌ
民族

３７～４１

『解放新聞 広島版』２００７年１０月１０・１１日発行に掲載したものに一部加筆。

渋谷謙次郎、小嶋勇（編著） 言語権の理論と実践 三元社 A５ ２１５

アイヌ民族裁判

第２部第１章５「言語に関する権利等が争われた、あるいは、主張された裁判例等」の中の一項目。

水平社博物館（編） ルシファー １０ 水平社博物館 A５ ５８

駒井忠之 第七回企画展 「アイヌ民族の歴史と文化」を開催して ４～１０

野本正博 アイヌ文化の現在 ： 自らの経験を伝えること １８～３０

２００６年１２月２１日に奈良県御所市柏原解放センターにて開催された「なら人権大学講座」での講演記録。

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

平成１９年度「アイヌ語ラジオ講座」テ
キスト Vol．３

アイヌ文化振興・研究推進機構 A４ ３２

講師：萱野志朗（平取）
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編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００７年１１月】

広報おびひろ １００２ 帯広市企画部広報課 A４ ２０

内田祐一（写真、文） ［ふるさと見聞録］アイヌの人々の生活 １１７ カエル ２０

文芸えさし草 １２４ 江さし草会 A５ １０８

鈴木博 新発見!! アイヌ語地名解あれこれ ： 新地名解考・博研究室ノートから １９～２１

北海道生活 ６ アイリー出版 A４ １２８

アイヌの食 鮭 １０７～１１１

北方林業 ５９ １１ ７０４ 北方林業会 B５ ２４

出利葉浩司 ［アイヌの人々と森］（６） 道具にみる木の利用 １７～２１

白老町町内会連合会（編） 広報げんき ５６７ 白老町経営企画課 A４ ２４

白老町伝統文化継承者が国のアイヌ文化奨励賞を受賞 古式舞踊、伝統料
理、チタラペ、アットウシ

２３

白老町アイヌ施策基本方針を報告 ２３

萩中美枝 アイヌ文化への招待 ： 女性と口承文芸 三弥井書店 A５ ３３１

� アイヌの叙事詩／� アイヌの女性たち／� アイヌの伝承文化／� 知里真志保と知里幸恵／初出一覧／萩中美枝書誌／
この本のおわりに（萩中美枝）

コブタン ３０ コブタン文学会 A５ １０８

須田茂 近代アイヌ文学とキリスト教 １０～２１

盛義昭 〔詩〕レラ アシ ２２～２３

須貝光夫 三十号記念号発刊に寄せて 私がかかわった六つの同人誌 ８９～９９

先住民族の１０年 News １３９ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２４

特集：「先住民族の権利に関する国連宣言」（その２）

編集部（構成） 特集・「先住民族の権利に関する国連宣言」その２ ２～５

「海外先住民の反応」を掲載。

計良光範 「宣言」採択とアイヌ民族 ５～７

『Yay Yukar Park』第５８号掲載記事を一部抜粋し加筆・訂正したもの。

能登千織 ペウレ・アイヌ あの人この人 今を生きるアイヌ １４～１５

北海道経済 ４９６ 北海道経済研究所 B５ ２６

石城謙吉 沙流川水系のダム問題 ： 二風谷ダムの現状と平取ダム建設への疑問 １～１５

ず・ぼん編集委員会（編） ず・ぼん １３ ポット出版 B５ ２００

梅澤至平 岡田健蔵は終わらない １６～２５

特集記事「岡田健蔵の函館図書館」の一部。他に写真による紹介ページ、「収集と保存にかけた夢 函館図書館本館
で考えたこと」「新・函館市中央図書館」の記事あり。

瀬川拓郎 アイヌの歴史 ： 海と宝のノマド 講談社 B６ ２７８

函館市文化・スポーツ振興
財団（編）

アイヌ文化と自然環境の変遷 ペカン
ペ（ヒシの実）に学ぶ

函館市文化・スポーツ振興財団 A４ ９

函館市北方民族資料館ミュージアム・トーク（講師：河野本道）

白糠アイヌ文化保存会（編） 貫塩喜蔵著「サコロペ」の研究 白糠アイヌ文化保存会 A５ １９９
主要目次：序／発刊に寄せて／グラビア／研究の概要／「貫塩喜蔵 サコロペ」解題／著者・貫塩喜蔵氏の系譜／サコロペ「狐
の妖怪」本文／註記／「サコロペ」に出てくる語彙／おわりに
財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構出版助成。CD 添付。

関口由彦 首都圏に生きるアイヌ民族 ： 「対
話」の地平から

草風館 B６ ２５０

アイヌ語地名研究会会報 ３１ アイヌ語地名研究会 B５ １０

藤村久和 アイヌ文化奨励賞の受賞式に臨んで

渡辺隆 「平成１９年度アイヌ文化奨励賞を受賞

平隆一 近藤重蔵『蝦夷地図』におけるカバト山の本陣屋位置

人権新聞縮刷版 ３ 自由人権協会 A４ ３００

秀嶋ゆかり アイヌ民族差別に関する裁判 ： アイヌ史資料集裁判（上） １３２

初出は『人権新聞』第３３７号（２００２年７月２６日付）。

秀嶋ゆかり アイヌ民族差別に関する裁判 ： アイヌ史資料集裁判（下） １３６

初出は『人権新聞』第３３８号（２００２年９月２６日付）。

アイヌ人格権訴訟 １９３

初出は『人権新聞』第３５３号（２００５年５月２５日付）。
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２００７年１１月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

ほ Ho １５ 財界さっぽろ A４ １６２

［神社に行こう］４ 義経神社

旅のプロフェッショナルが選んだ日本一の温泉ホテル 鶴雅の秘密

阿寒湖アイヌコタン関係記述あり。

東直己 文豪気分でおこもり温泉

サッポロピリカコタン関係記述あり。

思言 東京外国語大学記述言語学論集 ３ 東京外国語大学記述言語学
研究室（風間伸次郎）

B５ ２４２

山田洋平 アイヌ語北海道諸方言における神謡の人称 ２１９～２２６

千歳市総務部主幹市史編さ
ん担当（編）

志古津 『新千歳市史』機関誌 ７ 千歳市 A４ ３８

大谷敏三 志古津から千歳 ３８

北海道埋蔵文化財センター
（編）

恵庭市 柏木４遺跡（３） 北海道埋蔵文
化財センター調査報告書 ２４９集

北海道埋蔵文化財センター A４ ２４５

北海道埋蔵文化財センター
（編）

白滝遺跡群� 北海道埋蔵文化財セン
ター調査報告書 ２５０集

北海道埋蔵文化財センター A４ ３３９

第２０回アイヌ民族文化祭 北海道ウタリ協会 A４ ２１

２００７年１１月１７日、白糠町社会福祉センターにて開催。

茶道の研究 ５２ １１ 三徳庵

長崎巌 色と模様の裂地の世界 （４７） 記録されたアイヌの服装 ３０～３５

日本の中の異文化 ４ 日本異文化研究会

乾浩 アイヌ民俗文化研究家 萱野茂先生のこと ９～１１

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

第１１回アイヌ語弁論大会報告書 プロ
グラム イタカン ロー

アイヌ文化振興研究推進機構 A４ １３０

発行年月日記載なし。ここでは大会開催の日付による。
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２００７年１２月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００７年１２月】

北海学園大学学報 ７２ 北海学園大学 A４

藤村久和 アイヌ文化の重要性 ３

北方林業 ５９ １２ ７０５ 北方林業会 B５ ２４

齋藤玲子 木彫り熊と土産 １５～１８

本 ３２ １２ ３７７ 講談社 A５ ８０

瀬川拓郎 アイヌ史はおもしろい ２８～３０

部落解放・人権研究所（編） 部落解放研究 １７９ 部落解放・人権研究所（発
行）、解放出版社（発売）

A５ ９５

手島武雅 自由権規約報告第２７条とアイヌ民族政策 ４３～５３

部落問題研究所（編） 人権と部落問題 ７６７ 部落問題研究所 A５

尾川昌法 「先住民の権利宣言」 ： 国連総会が採択 １

和田秀穂 文化四年 慟哭の斜里場所 ： 斜里
（ウライシベツ）のアイヌと津軽藩士
の斜里警備

サンケイプリント社 A５ ２７９

第一部 アイヌ文化と斜里（２０～６６ページ）／第二部 慟哭の斜里場所（６７～１５０ページ）ほか関係箇所あり。

奔流 ２１ 札幌民主文学会 A５ １６８

松木新 アイヌを描いた文学 １５４～１６７

「「アイヌを描いた文学」文献目録（２００７年１１月現在）」掲載。

小野有五 自然のメッセージを聴く ： 静かな大
地からの伝言

北海道新聞社 B６ ３１１

アイヌモシリに生きる ７９～１８６

アイヌタイムズ ４３ アイヌ語ペンクラブ A４ １２

アイヌタイムズ 日本語版 ４２ アイヌ語ペンクラブ A４ ４

解放出版社（編） 部落解放 ５９０ 解放出版社 A５ １２４

手島武雅 先住民族に関する国連宣言 その経緯、内容、意義 ７０～８１

松本克己 世界言語のなかの日本語 ： 日本語系
統論の新たな地平

三省堂 A５ ３５０

歴史の謎研究会（編） 世界で一番おもしろい地名の謎 青春出版社 A５ ２３５

砂川 日本語のようで実はアイヌ語が起源の地名 １７９～１８０

北海道アイヌ教育相談員
（文責）

ピラサ アイヌの人たちの歴史・文化
等に関する啓発資料

１ 北海道教育庁学校教育局義
務教育課

B５

北海道方言研究会会報 ８４ 北海道方言研究会 B５ ７２

見野久幸 明治初期米沢藩士が見聞した北海道 ： 『恵曽谷日誌』に記された民俗・
伝承文化・鰊漁撈とことば

１～２８

北海道方言研究会第１７２回例会発表（２００７年４月１５日）資料。「アイヌと民俗・生活・伝承など」「アイヌ語と通辞によ
る和訳」などあり。

三浦誠之 黒曜石に関する地名 ： 黒曜石は刃物として最良の石器 ２９～３２

北海道方言研究会第１７３回例会発表（２００７年６月１７日）資料。「黒曜石に関わる蝦夷語」「黒曜石に関する地名」などあ
り。

奥田統己 アイヌ語とアクセントとイントネーション ： 日本語との対照をとおして ５１～５６

北海道方言研究会第１７５回例会発表（２００７年１１月１１日）資料。

高田紀子 伝説は生きている 写真で見る北海道
の口承文芸

（私家版） A４変型 １５５

赤岩の大蛇とシトナイ〈小樽市〉 ４３～４４

積丹岬の女郎子岩（シララ姫岩）〈積丹町〉 ６１～６２

イタンキ浜の鯨岩〈室蘭市〉 ７６～７７

紅スズラン〈厚真町〉 ８２

柳の葉の魚（シシャモ）〈むかわ町〉 ８３～８６

襟裳岬 十一面観音と白鼠 ８７～８８

恋の栃の木さま〈函館市〉 ９０～９２

コロポックル〈上士幌町〉 １１６～１１７

たんちょう鶴〈釧路市〉 １１８～１１９

阿寒湖のマリモ〈釧路市阿寒町〉 １２０～１２１

島になったお婆さん 摩周湖ものがたり〈弟子屈町〉 １２２～１２４

材木岩〈羅臼町〉 １２５～１２６
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２００７年１２月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

抜海の子背負岩〈稚内市〉 １５０～１５１

先住民族の１０年 News １４０ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２４

特集：「先住民族の権利に関する国連宣言」（その３）

編集部（構成） 特集・「先住民族の権利に関する国連宣言」その３ ２～５

「採択に棄権した国、反対した国からの反応」掲載。

小山田初美 グアテマラ・ツアー アナ・ペレスさんの故郷を訪ねて １２～１５

親川裕子 第１回マイノリティ女性フォーラムに参加して １６～１７

北海道・東北史研究会会報 ２００７年
第２号

北海道・東北史研究会 B５ ８

２００７年総会・例会延期のお知らせ／新刊案内

ウレシパ・チャランケ（育みあうため
の議論を）

３３ 先住民族とともに人権・未
来・共生を考える会

B５ ２２

けーし風 ５７ 新沖縄フォーラム刊行会議 A５ ８２

竹内渉 ［北の風・南の風］二〇〇七しらぬかアイヌ文化年 ウレシパ・シラリカ ６６～６７

長谷川成一、瀧本壽史、関
根達人（編）

北方社会史の視座 歴史・文化・生活
第１巻

清文堂 A５ ３０６

渡辺育子 古代国家の中の北日本 ３～２８

工藤大輔 アイヌ民族の戦いと「北の武士団」 ２９～５１

瀧本壽史 蝦夷錦をめぐる社会史 ： 青森県内所在の蝦夷錦を通して ８９～１０８

室野秀文 中世道南の領主と城館 ： 城館から見た蠣崎氏の松前進出 １７９～２０３

関根達人 本州アイヌの生業・習俗と北奥社会 ２１９～２５１

北野信彦 海峡を渡った漆器 ： 和人地～北海道～樺太～アムール川下流まで広が
った和製漆器の道

２７９～３０６

徳丸吉彦ほか（編） 事典 世界音楽の本 岩波書店 A５ ５４８

オキ 先住民族あるいは原住民の音楽 ３５２～３５６

鈴木宗男、佐藤優 北方領土・特命交渉 講談社 B７ ４１０

講談社 α 文庫。講談社から２００６年９月発行の単行本に加筆・再編集したもの。

先住民の権利に見る外務省の無能 １８７～１９０

標津川 １１ 国土交通省北海道開発局釧
路開発建設部治水課

A４ ８

シベツのチャシ エリモンクル伝説 ７～８

出典：本田克代「エリモンクル伝説」『ふるさと根室の豆本シリーズ３ 伝説・海鳴りの彼方に』（北ぐに出版社、１９９１
年１２月）

アイヌ語地名研究 １０ アイヌ語地名研究会（発
行）、北海道出版企画セン
ター（発売）

B５ １７３

井口利夫 伊能間宮蝦夷図の石狩－勇払横断線の地名 １～２０

秋山秀敏 十勝のアイヌ語地名 １ 帯広市 ２１～３３

宮崎耕太 稚内半島のアイヌ語地名 ３５～４６

榊原正文 洞爺湖周辺のアイヌ語地名 ４７～６６

平隆一 松浦武四郎文献における空知の「アイヌ古道」（２） ６７～８６

清水清次郎 和歌山県・高知県のアイヌ語系地名 ： クシ・クシル・ルクシ（ルーク
シー）

１０７～１２４

本田克代、吉田千萬 クナシリ島の地名 ： 安政四年佐倉藩士による記録 １２５～１３８

高木崇世芝 『西蝦夷地行程』に見える地名 １３９～１４４

伊藤せいち 北海道における日本語地名事例 １４９～１６２

地域研究所年報 ３０ 旭川大学地域研究所 B５ ３７３

齋藤真宏 多様性をつむぐ営み ： ある中学校教師の授業実践と他文化共生教育 ５１～７６

「A 先生の授業」として「直接的交流によるアイヌ民族学習」あり。

阿部隆夫、近江真由美 続・カナダと日本の先住民政策比較 ７７～９９

歴史書通信 １６９ 歴史書懇話会 A５ ２６

松本建速 蝦夷とは誰か ２～４

中西裕（編） 書誌年鑑 ２００７ 日外アソシエーツ（発行）、
紀伊國屋書店（発売）

A５ ４９８

田川浩之 『北海タイムス』掲載のサハリン及び北海道先住民族に関する記事データ
ベース１９２６．１２．２５～１９３５．１２．３１ （田口正夫） ２００６．３

４７１
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編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

田中宏 二風谷ダム判決とその後 北海道大学大学院法学研究
科附属高等法政教育研究セ
ンター

A５ ６２

２００７年７月２４日の公開講演会の内容をまとめたもの。ACADEMIA JURIS BOOKLET ２００７

日本口承文芸学会（編） シリーズことばの世界 第３巻 はなす 三弥井書店 A５ ２４６

阿部敏夫 義経伝説 ４５～５５

北海道開拓記念館だより ３７ ３ １９７ 北海道開拓記念館 A４ ８

東俊佑 〔表紙写真と解説〕土人勘定差引帳 １

余市林家文書中の資料

東俊佑 第１４９回テーマ展「近世蝦夷地のすがた 林家文書から見えるもの」予告
林家文書の魅力に迫る

２～３

添田雄二 ［学芸員の研究ノートから］１９ Little Ice Age とアイヌ ６

鈴木紀美代 父からの伝言 鈴木紀美代 １９．５×２０ ４７

CD 添付

アークティック・サークル ６５ 北方文化振興協会 B５ ２０

A [BOOKS]『アイヌ文化への招待 女性と口承文芸』萩中美枝著 １８

R ［北図鑑］ツルウメモドキ ２０

伊藤亜人 文化人類学で読む 日本の民俗社会 有斐閣 B６ ３２７

アイヌ ７～１１

へき地教育研究 ６２ 北海道教育大学へき地教育
研究センター

A４ １１６

井筒勝信 アイヌ語学習・教育用資料の電算化・集積・公開を可能にする情報ネット
ワーク構築のための基礎的研究

６１～７１

北海道・東北史研究 ４ 北海道・東北史研究会 B５

田村将人 温存された首長の役割 ： 樺太庁が任命した樺太アイヌの「土人部落総
代」について

３６～５３

奥田統己 アイヌ語研究の足下 ： 坂田美奈子「アイヌモシリにおけるウレシパの原
則」（『北海道・東北史研究』１、２００４年）をめぐって

８０～８５

河西英通 ［書評］榎森進著『アイヌ民族の歴史』 ９８～１０８

北海道文献目録 ２００７年版 サッポロ堂書店 B５ ２３６

北方関係を主にした 弘南堂古書目 ４８ 弘南堂書店 A４ ３０２

２００７年 発行月記載なし

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【発行月記載なし】

〔日本大学文理学部人文科学研究所〕
研究紀要

７３ 日本大学文理学部人文科学研究所

葭太光三 明治前アイヌ人口史 （１）東蝦夷地 １０１～１２８

北海道ウタリ協会（編） アイヌ民族の概要 ： 北海道ウタリ協
会活動を含め

北海道ウタリ協会 A４ １４

工学研究 ７ 北海学園大学大学院工学研究科

桃内佳雄、安曇恭徳 アイヌ語・日本語機械翻訳のための場所表現に関する基礎的考察 ３５～４２

社会系教科教育学研究 １９ 社会系教科教育学会

吉田正生 中学校社会科歴史教科書におけるアイヌ民族記述（近世史）の誕生 ： 多
文化主義的・多元的記述を構想するための基礎的作業としての教科書分析

１～８

廣瀬泰司 構築主義に基づく社会科歴史学習の授業開発 単元「アイヌ問題を考え
る」

５５～６４

地域環境に関する歴史的・文化的・社
会的研究

室蘭工業大学環境科学防災研究センター

松名隆 アイヌ語の気象語彙とアイヌの基層文化 ： 萱野茂氏からの聞書きを交え
て

７９～９２

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

平成１８年度 財団の活動 アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ ６３

松浦武四郎（著）、村岡勉
（訳）

石狩日誌 村岡勉 A５ １４３

北海道ウタリ協会札幌支部
（編）

アイヌ女性実態調査報告書 北海道ウタリ協会札幌支部 A４ ６３
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２００６ 補遺 １月～３月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００６ 補遺】

【１月】

ペウレ エプイ アイヌ文化学生フ
ォーラムだより

２ ペウレエプイ編集委員会 A４ ４

労働文化 １９６ 北海道労働文化協会 B５ １７

工藤正廣 ニコライ・ネフスキーの北海道 ３～１１

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１０５ チコロナイ友の会 A４ ４

【２月】

林吉夫 樺太人 叢文社 B６ ２１７

樺太の先住民族 １３～１５

北海道教育大学紀要 人文科学・社会
科学編

５６ ２ 北海道教育大学 A４ １３３

籾岡宏成 先住民族と裁判所 ： アメリカ合衆国における先住民族裁判所の管轄権問
題からの視座

５７～６８

部落解放全国通信 ５０ 日本基督教団部落解放セン
ター

B５ １２

三浦忠雄 差別社会の中での連帯を求めて 第１２回 アイヌ民族との連帯 ６～７

アイヌ民族博物館（編） トンコリを中心とした西平ウメの伝承
及びトンコリの総合的研究報告書

アイヌ民族博物館 A４ ９５

CD、DVD 各１枚付き。アイヌ文化振興・研究推進機構平成１７年度研究助成成果報告書。

占冠村百年史 占冠村 A５ ８５９

山地肇治 アイヌ語地名と自然 ７～１１

北海道・東北史研究会会報 ２００６年
第１号

北海道・東北史研究会 B５ ８

山崎幸治 アイヌ研究におけるモノと文献 ： シーボルトの「蝦夷細工」を中心に ２～３

例会報告要旨�

谷本晃久 山崎報告に接して ３

奥田統己 アイヌ語研究の足下 ： 坂田美奈子「アイヌモシリにおけるウレシパの原
則」『北海道・東北史研究』１（２００４）をめぐって

４

例会報告要旨�

坂田美奈子 「学際的」研究ではなく、脱－学問領域的研究への過程 ５

【３月】

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１０６ チコロナイ友の会 A４ ４

Newton（ニュートン） ２６ ３ ニュートンプレス A４変型

アイヌ文化は海洋狩猟民族の文化を受けついだ ６８～６９

世界遺産知床関係記事

藤崎達也 アイヌ民族の伝説を伝えたい ： アイヌ民族の聖地「チャシ」で自然との
共存の術を学ぶ

７３

「ツアーガイドが語る知床の魅力」の記事

釧路市立博物館々報 ３９２ 釧路市立博物館 B５ １２

豊原熙司 釧路川水系の遺跡 １７ 中流域の送り場（標茶町） その３ ３～７

アイヌタイムズ ３７ アイヌ語ペンクラブ A４ １２

アイヌタイムズ 日本語版 ３６ アイヌ語ペンクラブ A４ ４

浦幌町立博物館紀要 ６ 浦幌町立博物館

戸部千春 浦幌町の海岸を、伊能忠敬や松浦武四郎を追想して歩む ２９～４４

大津・十勝川研究 ４ 大津・十勝川学会 A４ ６０

小助川勝義 蝦夷考古館と大津 ８～２１

阿部富喜男 ［史料紹介］安政五戊午年八月二十八日御組頭奥村秀五郎様御廻浦之節当
詰合所江差上候トカチ御場所書上留

６０～ ４５
（縦組）

平井昭午 近代日本の開発と移民の送出構造 札幌大学経済学部附属地域経済研究所 A５ ５０

札幌大学経済学部附属地域経済研究所 ブックレット No．６

おわりに 領土化とアイヌ政策 ４２～４５

アイヌ文献目録 ２００７
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２００６ 補遺 ３月～７月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

榎森進（研究代表者） １３～１９世紀における列島北方地域史と
アムール川流域文化の相互関連に関す
る研究

東北学院大学文学部 A４ ２３３

アイヌ文化 ３０ アイヌ無形文化伝承保存会 B５ ５３

藤村久和 アイヌ民俗文化財調査の方向性 ３～２３

藤村久和 民俗技術について ２４～５０

事務局から ５１～５３

北海道食生活改善推進員団
体連絡協議会、北海道保健
福祉部地域保険課（編）

北海道伝承食文化 ： 伝え残したい我
が家の料理

北海道上川保険福祉事務所 A４ ７５

【４月】

ペウレ エプイ アイヌ文化学生フ
ォーラムだより

３ ペウレエプイ編集委員会 A４ ４

発行月記載確認できず。ここでは他の号の発行月からの推測による。

音楽現代 ３６ ４ ４２０ 芸術現代社 B５ １８８

特別企画：追悼・伊福部昭

八木幸三 伊福部昭と北海道 １０４～１０５

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１０７ チコロナイ友の会 A４ ４

【５月】

那須耕介、鶴見俊介 那須耕介 ある女性の生き方 ： 茅辺
かのうをめぐって

編集グループ‹SURE› A５ ７９

虚構のコタンで ５０～５３

他にも関係記述あり。

北海道自治研究 ４４８ 北海道地方自治研究所 B５ ４５

萱野茂さんが言い遺したこと １７

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１０８ チコロナイ友の会 A４ ４

釧路市立博物館々報 ３９３ 釧路市立博物館 B５ １２

豊原熙司 釧路川水系の遺跡 １８ 中流域の送り場（標茶町） その４ ３～６

日外アソシエーツ（編） 辞書・事典全情報 １９９８-２００５ 日外アソシエーツ（発行）、
紀伊國屋書店（発売）

A５ ８３０

アイヌ語 ５０９

【６月】

ほっかいどう Fan 北海道新聞社 A４ １２６

原野を開いた梅村庄次郎とアイヌ音吉 ７６

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１０９ チコロナイ友の会 A４ ３

アークティック・サークル ５９ 北方文化振興協会 B５ ２０

T [BOOKS]『アイヌ・エコシステムの考古学 異文化交流と自然利用からみ
たアイヌ社会成立史』瀬川拓郎著

１８

アイヌタイムズ ３８ アイヌ語ペンクラブ A４ １２

アイヌタイムズ 日本語版 ３７ アイヌ語ペンクラブ A４ ４

【７月】

ペウレ エプイ アイヌ文化学生フ
ォーラムより

４ ペウレエプイ編集委員会 A４ ４

飛礫 ５１ つぶて書房（発行）、れん
が書房新社（発売）

A５ １６４

仲吉善行 南北の塔と弟子豊治さん ２５～２６

結城庄司（聞き手） 弟子豊治さんに聞く ２７～３９

安仁屋政昭 沖縄戦を語りつぐ アイヌ兵士と真栄平住民の交流 ４０～４７

島崎直美 沖縄と私 ４８～５２
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２００６ 補遺 ７月～１０月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

白川ただし 河野本道の差別図書を弾劾する裁判 ： 札幌高裁の不当・差別判決を弾劾
する！

１１２～１１３

ウレシパ・チャランケ（育みあうため
の議論を）

２９ 先住民族とともに人権・未
来・共生を考える会

B５ １６

日本児童文学者協会北海道
支部（編）

北の童話 ２３のものがたり A５ ２８６

上伊澤ひろし 〔創作〕鉄輪の馬車 １３８～１５０

田中光二 〔創作〕北の黄金 徳間書店 A７ ２８４

徳間文庫。シャクシャインの戦いを題材とする。

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１１０ チコロナイ友の会 A４ ４

【８月】

nid 〔ニド〕 エフジー武蔵 A４変型 ９８

「暮らしの道具は、すべて自然からいただくものが原料。いつも感謝して、
大切に使っています」アイヌ工芸作家／弓野恵子さん

４３

丹羽基二 苗字と地名の由来事典 新人物往来社 A５ ２６２

北海道 １６６～１６７

第三章「山名・川名みな苗字 都道府県別地名の由来事典」の一部

釧路市立博物館々報 ３９４ 釧路市立博物館 B５ １２

豊原熙司 釧路川水系の遺跡 １９ 中流域の送り場（標茶町） その５ ３～６

杉山四郎 増補改正 武四郎碑に刻まれたアイヌ
民族 民族の復権をめざして

杉山四郎 B６ ２７６

道民カレッジ「大学放送講
座」実行委員会（編）

道民カレッジ ほっかいどう学 平成
１８年度版 大学放送講座テキスト

道民カレッジ事務局 A４ ８２

本田優子 アイヌ文化を学ぶ 衣服に見るアイヌの歴史 ２７～３３

谷本晃久 古文書にみる江戸時代の北海道 「蝦夷地」の１９世紀 ６７～７３

【９月】

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１１１ チコロナイ友の会 A４ ４

TOKYO 人権 ３１ 東京都人権啓発センター A４ ８

宇梶静江（語り） アイヌ文化に輝きを ： 民族に誇りが息づく「古布絵」 １～４

アークティック・サークル ６０ 北方文化振興協会 B５ ２０

R ［北図鑑］エゾノウワミズザクラ ２０

アイヌタイムズ ３９ アイヌ語ペンクラブ A４ １２

アイヌタイムズ 日本語版 ３８ アイヌ語ペンクラブ A４ ４

【１０月】

ペウレ エプイ アイヌ文化学生フ
ォーラムより

５ ペウレエプイ編集委員会 A４ ４

鈴木宗男（編著） 鈴木宗男の国会質問主意書 全２５５本 にんげん出版 A５ ５６１

質問主意書と政府の答弁書を掲載。冒頭の第一部「鈴木宗男の質問主意書をどう読むか」にも関係記述あり。

「アイヌ民族の先住権について」「アイヌ民族の先住権について（再質
問）」「先住民捕鯨について」「民族の定義について」「民族の定義について
（再質問）」「原住民の定義について」「原住民の定義について（再質問）」
「色丹島におけるアイヌ民族の人々の墓地について」

オホーツク文庫 レラ ５ オホーツク文化資料館 B５ ８

伊藤せいち 網走周辺のアイヌ語地名 ４７～５４

ページ番号は通番

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１１２ チコロナイ友の会 A４ ３

文芸オホーツク編集委員会
（編）

文芸オホーツク １５ 紋別市文化連盟 A５ ２３２

横平弘 古事記に見るアイヌ語地名の可能性 １２３～１２８

アイヌ文献目録 ２００７
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２００６ 補遺 １１月～１２月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【１１月】

労働文化 ２０１ 北海道労働文化協会 B５ ２３

豊かなアイヌ文化にふれて ３～４

第２８回労文協文学散歩。５～７ページに参加者の感想文あり。

神谷忠孝 アイヌ民族の文学 ８～１０

小坂博宣 室蘭のアイヌ語地名とカムイユーカラ １１～１６

現地講演の記録。

富樫利一 知里幸恵の日記から １６～２３

ウレシパ・チャランケ（育みあうため
の議論を）

３０ 先住民族とともに人権・未
来・共生を考える会

B５ １６

【１２月】

アイヌ民族博物館（編） アイヌ民族博物館だより アイヌ民族博物館 A４ １２

中村齋 トロムセの邂逅 ： 苫小牧駒澤大学学生の研究旅行随行 ２

北原次郎太 へまた・てまな ３～４

北原次郎太 企画展「西平ウメとトンコリ」開催・その後 ５～６

安田千夏 上田トシさんを偲んで ７～８

チコロナイ通信 『チコロナイ友の会』
会報

１１３ チコロナイ友の会 A４ ３

谷本一之 北方民族 歌の旅 北海道新聞社 B６ ２８４

関秀志、桑原真人ほか 新版 北海道の歴史 下 近代・現代
編

北海道新聞社 A５ ４３７

関秀志 アイヌ民族と領土画定 ７７～８６

桑原真人 アイヌ民族と「北海道旧土人保護法」 １７０～１７８

大庭幸生 社会運動の広がりとアイヌ民族自由の動き ２０５～２０９

大庭幸生 アイヌ民族の主張と政策 ２５４～２５６

高橋昭夫 アイヌ民族復権への道 ３５２～３５３

標津川 ９ 国土交通省北海道開発局釧
路開発建設部治水課

A４ ６

本田克代（文）、清水
克美（挿絵）

地域の伝説 「海鳴りの彼方に」 ５～６

古田武彦（直接編集） なかった 真実の歴史学 ２ ミネルヴァ書房 A５ １７６

合田洋一 渡嶋と粛慎について 渡嶋は北海道ではない ５８～６０

アークティック・サークル ６１ 北方文化振興協会 B５ ２０

R ［北図鑑］ナナカマド ２０

アイヌタイムズ ４０ アイヌ語ペンクラブ A４ １２

アイヌタイムズ 日本語版 ３９ アイヌ語ペンクラブ A４ ４

森越智子（作）、木村知実
（絵）

〔創作〕いつかカッコウのように 新風舎 B６ １２５

森孝 北海道地名紀行 森孝（私家版） B６ ２０７
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